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平
成
27
年
度
を
地
域
創
生
元
年
に

〜
施
政
方
針
〜

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
・
人
口
流
出
は
最
も
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な

い
課
題
で
す
。

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
自
治
体
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
基
礎
自
治
体
の
行
財
政
力
の
向
上
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
を
支
え
る
住
民
の
自
治
能
力
の
向
上
や
多
様
な
人
々
の
社
会
参
加
の
力
・
地

域
力
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
市
は
地
域
住
民
の
知
恵
や
知
識
、
行
動
力
、
多
様
な
経
験
、
郷
土
愛
な
ど
を
自

治
体
の
政
策
運
営
に
結
び
つ
け
る
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
国
が
進
め
る
地
方
創
生
と
同
じ
道
の
上
に
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
合
併
し
て
10
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本
年
度
を
掛
川
市
の
「
地
域

創
生
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
多
く
の
市
民
が
安
心
し
て
故
郷
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

●
市
内
の
橋
り
ょ
う
お
よ
び
水
道
施
設
の

点
検
・
耐
震
化
な
ど
、
適
正
な
管
理
を
行

い
ま
す
。

④
消
防
力
の
強
化

●
防
災
拠
点
と
し
て
、
建
設
が
進
む
中
央

消
防
署
が
今
年
度
末
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。

●
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
消
防
団
員
確

保
に
努
め
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
消

防
団
員
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

⑤
交
通
事
故
防
止
と
犯
罪
防
止
の
推
進

●
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
を
対
象
に
、
交

通
安
全
教
室
や
街
頭
指
導
な
ど
の
広
報
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

●
防
犯
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
防
犯
灯
の
整

備
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
協
働
に

よ
る
犯
罪
抑
止
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑥
い
の
ち
を
守
る
「
希
望
の
森
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

●
昨
年
11
月
の
「
森
づ
く
り
を
未
来
に
つ

な
げ
る
全
国
サ
ミ
ッ
ト
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
採
択
さ
れ
た
政
府
へ
の
要
望
決
議
書
を

基
に
、
国
の
支
援
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。

●
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
掛
川
モ
デ
ル
」

と
し
て
着
手
し
た
海
岸
防
潮
堤
へ
の
植
樹

を
実
施
し
、
防
災
機
能
を
持
っ
た
「
希
望

の
森
」
を
創
り
上
げ
ま
す
。

①
防
災
体
制
の
強
化

●「
掛
川
市
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
４
」
を
推
進
し
、
ど
こ

の
地
域
で
も
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
全
戸
配
布
し
、

地
震
や
津
波
、
洪
水
、
土
砂
く
ず
れ
な
ど

災
害
に
応
じ
た
各
家
庭
の
避
難
計
画
、
地

区
防
災
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

●
各
自
主
防
災
会
と
市
災
害
対
策
支
部
を

結
ぶ
簡
易
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
を
配
備
し
ま

す
。

②
自
主
防
災
組
織
の
充
実
・
強
化

●
各
自
主
防
災
会
が
選
定
し
た
公
会
堂
、
広

場
な
ど
の
災
害
別
緊
急
避
難
場
所
の
安
全
性

な
ど
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

●
自
主
防
災
会
の
強
化
と
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

③
災
害
対
策
の
強
化

●
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

●「
空
き
家
等
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
く
老
朽
放
置
家
屋
対
策
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

合
併
10
周
年
節
目
の
年
に
あ
た
り
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●
市
内
の
橋
り
ょ
う
お
よ
び
水
道
施
設
の

点
検
・
耐
震
化
な
ど
、
適
正
な
管
理
を
行

い
ま
す
。

④
消
防
力
の
強
化

●
防
災
拠
点
と
し
て
、
建
設
が
進
む
中
央

消
防
署
が
今
年
度
末
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。

●
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
消
防
団
員
確

保
に
努
め
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
消

防
団
員
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

⑤
交
通
事
故
防
止
と
犯
罪
防
止
の
推
進

●
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
を
対
象
に
、
交

通
安
全
教
室
や
街
頭
指
導
な
ど
の
広
報
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

●
防
犯
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
防
犯
灯
の
整

備
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
協
働
に

よ
る
犯
罪
抑
止
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑥
い
の
ち
を
守
る
「
希
望
の
森
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

●
昨
年
11
月
の
「
森
づ
く
り
を
未
来
に
つ

な
げ
る
全
国
サ
ミ
ッ
ト
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
採
択
さ
れ
た
政
府
へ
の
要
望
決
議
書
を

基
に
、
国
の
支
援
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。

●
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
掛
川
モ
デ
ル
」

と
し
て
着
手
し
た
海
岸
防
潮
堤
へ
の
植
樹

を
実
施
し
、
防
災
機
能
を
持
っ
た
「
希
望

の
森
」
を
創
り
上
げ
ま
す
。

現
在
、
策
定
中
の
第
２
次
総
合
計
画
で

は
、
政
策
の
重
点
項
目
で
あ
る
３
つ
の
日

本
一
の
う
ち
、
「
市
民
活
動
」
は
全
て
の

土
台
と
位
置
づ
け
「
教
育
・
文
化
」
に
、

「
健
康
・
医
療
」
は
医
療
体
制
も
整
っ
て

き
ま
し
た
の
で
「
健
康
・
子
育
て
」
に
置

き
換
え
、
「
教
育
・
文
化
」
「
健
康
・
子

育
て
」
「
環
境
」
の
新
た
な
３
つ
の
日
本

一
を
掲
げ
、
掛
川
市
の
発
展
に
効
果
の
あ

る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
教
育

●
「
中
学
校
区
学
園
化
構
想
」
を
推
進

し
、
学
校
教
育
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
活
動
を
と
お
し
、

掛
川
市
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

●
「
か
け
が
わ
教
育
の
日
」
を
開
催
し
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
、
市
民
総
ぐ
る

み
に
よ
る
教
育
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

●
「
か
け
が
わ
お
茶
の
間
宣
言
」
を
普
及

し
、
お
茶
の
間
を
通
じ
た
子
育
て
、
地
域

づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
子
ど
も
の
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
を
は
ぐ
く

む
た
め
吉
岡
彌
生

賞
の
創
設
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
ま

す
。

●
郷
土
を
愛
す
る

心
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て

「
金
次
郎
と
掛
川

の
偉
人
検
定
」
を

実
施
し
ま
す
。

①
防
災
体
制
の
強
化

●「
掛
川
市
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
４
」
を
推
進
し
、
ど
こ

の
地
域
で
も
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
全
戸
配
布
し
、

地
震
や
津
波
、
洪
水
、
土
砂
く
ず
れ
な
ど

災
害
に
応
じ
た
各
家
庭
の
避
難
計
画
、
地

区
防
災
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

●
各
自
主
防
災
会
と
市
災
害
対
策
支
部
を

結
ぶ
簡
易
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
を
配
備
し
ま

す
。

②
自
主
防
災
組
織
の
充
実
・
強
化

●
各
自
主
防
災
会
が
選
定
し
た
公
会
堂
、
広

場
な
ど
の
災
害
別
緊
急
避
難
場
所
の
安
全
性

な
ど
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

●
自
主
防
災
会
の
強
化
と
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

③
災
害
対
策
の
強
化

●
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

●「
空
き
家
等
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
く
老
朽
放
置
家
屋
対
策
を
進
め
ま
す
。

３
つ
の
日
本
一

の
実
現
に
向
け
て

「
教
育
・
文
化
日
本
一
」

「
健
康
・
子
育
て
日
本
一
」

「
環
境
日
本
一
」

平成27年度　施政方針

1 

教
育
・
文
化
日
本
一

実践的な訓練で自主防災力の向上

津波に備え　「海岸防潮堤」の整備

●
国
際
姉
妹
都
市
の
米
国
コ
ー
ニ
ン
グ
市

に
あ
る
美
術
館
の
所
蔵
品
を
二
の
丸
美
術

館
で
展
示
す
る
な
ど
、
文
化
面
で
も
両
市

の
交
流
を
深
め
ま
す
。

■
文
化

●
市
民
が
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ

せ
、
子
ど
も
や
若
者
の
豊
か
な
感
性
を
育

て
ま
す
。
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●
お
茶
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ー
ト
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
、
掛
川
独
自
の
茶
文
化
を
創

造
し
て
い
く
た
め
、
平
成
27 
年
度
か
ら
３

年
を
か
け
て
、
掛
川
茶
文
化
創
造
千
日
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー

レ
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
は
６
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
。

二
の
丸
美
術
館
と

の
相
乗
効
果
に
よ

り
、
両
館
周
辺
エ

リ
ア
の
歴
史
的
・

文
化
的
・
教
育
的

価
値
の
高
ま
り
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

■
文
化
財
な
ど

●
重
要
文
化
財
「
掛
川
城
御
殿
」
の
修
復

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

●
旧
山
崎
家
住
宅
「
松
ヶ
岡
」
の
保
存
と

活
用
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
文
化
交
流

の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
地
域
医
療
の
推
進

●
「
希
望
の
丘
」
が
オ
ー
プ
ン
。
「
中
東

遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
は
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
る
予
定
で
あ
り
、

地
域
医
療
連
携
体
制
が
充
実
し
ま
す
。

●
市
内
５
か
所
の
「
ふ
く
し
あ
」
が
整
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
効
果
を
客
観
的
に

検
証
し
ま
す
。

●
働
き
盛
り
世
代
に
対
し
、
事
業
所
、
飲

食
店
お
よ
び
地
域
と
協
働
で
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
健
康
増
進
を
図
り

ま
す
。

■
高
齢
者
施
策

●
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
と

小
規
模
多
機
能
施
設
を
整
備
し
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

●
地
区
福
祉
協
議
会
や
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
よ
る
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
見
守

り
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉
施
策

●
新
た
に
福
祉
課
内
に
「
５
０
０
人
サ

ポ
ー
ト
推
進
室
」
を
設
置
し
、
障
が
い
者

の
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

●
希
望
の
丘
に
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
障
が
い

児
学
童
保
育
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
緑
茶
の
効
能

●
緑
茶
健
康
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
に
よ
り
、

市
民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

■
子
育
て

●
新
た
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
相
談
、
支
援
を
積
極

的
に
行
い
ま
す
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
、

子
ど
も
に
関
す
る
情
報
発
信
を
充
実
し
ま

す
。

●「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
」、

「
ゆ
っ
た
り
子
育
て
三
世
代
同
居
応
援
事

業
」を
継
続
し
ま
す
。

●
待
機
児
童
解
消
対
策
を
進
め
ま
す
。

・
希
望
の
丘
に
「
か
け
が
わ
の
ぞ
み
保
育

園
」
（
定
員
１
２
０
人
）
が
開
園
し
ま

す
。

・
既
存
の
認
可
保
育
所
の
改
修
な
ど
に
よ

り
園
児
の
受
け
入
れ
を
拡
充
し
ま
す
。

・
認
可
外
保
育
所
で
あ
る
掛
川
協
働
保
育

園
利
用
者
へ
保
育
料
助
成
を
実
施
し
ま

す
。

・
現
行
の
「
家
庭
的
保
育
事
業
」
を
「
小

規
模
保
育
事
業
」
に
拡
充
強
化
し
ま

す
。

・
「
小
規
模
保
育
事
業
所
」
建
設
を
支
援

し
ま
す
。

●
学
童
保
育
の
受
け
入
れ
体
制
の
拡
充
の

た
め
の
検
討
会
を
設
置
し
ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の
増
額
、
新
た

に
男
性
不
妊
治
療
費
へ
の
助
成
を
開
始
し

ま
す
。
加
え
て
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
所
得
制

限
を
撤
廃
し
ま
す
。

2 

健
康
・
子
育
て
日
本
一

3 

環
境
日
本
一

●
住
宅
、
公
会
堂
、
公
共
公
益
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
の
推
進
、
風
力
発

電
施
設
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

●
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用
に
関

す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
ご
み
処
理
費
用
の
有
料
化
ス
タ
ー
ト
に

向
け
、
円
滑
な
移
行
と
定
着
に
万
全
を
期

し
、
適
切
な
ご
み
処
理
を
進
め
ま
す
。

●
合
併
浄
化
槽
普
及
に
よ
る
汚
泥
量
の
増

加
に
伴
い
、「
生
物
循
環
パ
ビ
リ
オ
ン
」
の

改
修
工
事
を
進
め
ま
す
。
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①
世
界
農
業
遺
産
の
活
用
に
よ
る
掛
川
茶

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上

●
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
ミ
ラ
ノ
国
際

博
覧
会
へ
の
出
展
な
ど
に
よ
り
、「
静
岡
の

茶
草
場
農
法
」
や
「
緑
茶
効
能
研
究
」
な

ど
に
つ
い
て
も
、
国
内
外
に
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

●「
掛
川
茶
ひ
ろ
め
隊
」
の
活
動
に
よ
り
、

掛
川
茶
の
消
費
拡
大
に
結
び
つ
け
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

②
産
業
基
盤
の
強
化
と
経
済
循
環

●（
仮
称
）
上
西
郷
工
業
用
地
ほ
か
の
開
発

に
向
け
、
全
庁
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

●「
地
域
協
働
経
済
支
援
買
物
券
交
付
事

業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

③
中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

●
駅
前
東
街
区
の
再
開
発
事
業
の
支
援
と

西
街
区
の
再
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

●
民
間
活
力
を
生
か
し
た
空
き
店
舗
対
策

を
進
め
ま
す
。

④
魅
力
あ
る
掛
川
市
の
ア
ピ
ー
ル

●
徳
川
家
康
公
没
後
４
０
０
年
を
機
に
、

掛
川
市
ゆ
か
り
の
西
郷
局
に
改
め
て
注
目

し
、
市
内
外
に
広
く
紹
介
し
ま
す
。

⑤
南
北
幹
線
道
路
な
ど
の
整
備

●
大
須
賀
ル
ー
ト
で
は
、
市
道
入
山
瀬
線

の
早
期
完
成
と
、
県
道
袋
井
小
笠
線
の
西

大
谷
ト
ン
ネ
ル
区
間
の
用
地
買
収
を
推
進

し
ま
す
。

●
大
東
ル
ー
ト
で
は
、
市
道
掛
川
高
瀬
線

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

⑥
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進

●
昨
年
指
定
さ
れ
た
、
６
地
区
の
推
進
区

域
の
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
定
住
人
口
の

促
進
に
繋
げ
る
よ
う
検
討
を
深
め
ま
す
。

⑦
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
利
活
用

●
光
フ
ァ
イ
バ
の
利
用
促
進
と
、
光
Ｂ
Ｏ

Ｘ
を
用
い
た
情
報
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
と
普

及
を
促
進
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
税
番
号
）

制
度
の
、
来
年
か
ら
の
円
滑
な
利
用
開
始

に
向
け
、
個
人
番
号
の
指
定
や
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
の
準
備
を
着
実
に
進

め
ま
す
。

⑧
力
強
く
発
展
し
続
け
る
農
業
の
実
現

●
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
、
地
域

農
業
の
担
い
手
に
農
地
集
積
を
図
り
、
経

営
の
規
模
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

●
若
い
農
業
者
に
対
し
て
、「
農
業
を
築
く

担
い
手
支
援
補
助
金
」
に
よ
り
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
（※

１
）
を

整
備
し
ト
マ
ト
農
家
に
貸
し
付
け
る
事
業

を
支
援
し
、
産
地
間
競
争
力
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑨
中
山
間
地
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策

●
森
林
施
業
（※

２
）
の
集
約
化
を
促
し
、

森
林
経
営
計
画
の
作
成
を
支
援
し
、
木
材

の
自
給
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
和
田
岡
地
区
ほ
か
６
地
区
で
組
織
さ
れ

て
い
る
有
害
鳥
獣
対
策
委
員
会
と
協
働
し
、

取
り
組
み
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑩
公
共
交
通
対
策

●
自
主
運
行
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、
協
働

に
よ
る
利
用
者
増
加
策
の
検
討
と
効
率
的

な
運
行
を
目
指
し
、
交
通
弱
者
な
ど
市
民

の
足
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑪
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

●
特
産
品
の
贈
呈
、「
ふ
る
さ
と
体
験
ツ

ア
ー
」
な
ど
新
た
な
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と

納
税
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
魅
力
あ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に

よ
り
、
市
民
の
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

●
各
年
代
、
各
層
に
お
い
て
、
競
技
力
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
合
宿

誘
致
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

地
域
経
済
の
活
性
化

と
経
済
循
環

ス
ポ
ー
ツ
振
興

平成27年度　施政方針

さ
い
ご
う
の
つ
ぼ
ね

（※

１
）
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な

ど
の
基
礎
部
分
や
接
合
部
分
を
、
強
風
や
積

雪
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
補
強
・
改
良
し
、

十
分
な
強
度
を
確
保
し
た
ハ
ウ
ス
（
詳
細
は

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

（※

２
）
植
栽
（
植
林
）、
下
刈
り
、
除
伐
、
間
伐
、

伐
採
な
ど
、
森
林
に
対
し
人
が
行
う
行
為
。
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掛川市の新たな10年戦略��
「第2次掛川市総合計画」を審議会へ諮問�

�メインターゲットは「若者と子育て世代」�

�
新掛川市10年を迎え、新たな市政運営の根本

方針となる「第2次掛川市総合計画」の策定を
進めています。�
市の将来像「希望が見えるまち・誰もが住み

たくなるまち掛川」を目指し、若者や子育て
世代に重点を置き、将来にわたって暮らし続け、
豊かさと幸せを実感できるまちづくりのため、
「教育・文化」、「健康・子育て」、「環境」
の3つの日本一づくりに取り組みます。�
掛川市総合計画審議会（根本敏行会長＝静

岡文化芸術大学文化政策学部長）へ諮問され
た基本構想（案）の概要を紹介します。�

企画調整課（　21-1127）�
�
�

将
来
像
�

「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
�

　
　
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」
�

�
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
�

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
�

��

子
ど
も
や
若
者
が
�

夢
や
希
望
を
抱
け
る
ま
ち
�

�

左から　橋秀志さん、由依さん、佐和子さん（大渕）�
ひで�ゆき�

第
1
次
総
合
計
画
（
平
成
19
〜

28
年
度
）
で
は
、
「
海
と
山
と
街

道
が
つ
な
が
り
、
夢
・
未
来
を
創

る
ま
ち
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
平

成
17
年
4
月
に
合
併
し
た
1
市
2

町
の
融
合
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

と
市
民
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
�

新
市
誕
生
か
ら
10
年
。
こ
の
間
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大

震
災
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
、

人
口
減
少
と
少
子
化
、
長
寿
化
の

進
展
な
ど
、
未
曽
有
の
自
然
災
害

や
社
会
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化

に
伴
い
市
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
�

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民

が
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
総
合
戦
略

書
「
第
2
次
掛
川
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
�

掛
川
市
が
次
の
10
年
に
描
く
将

来
像
は
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・

誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
。
�

希
望
が
見
え
る
ま
ち
と
は
、
い

つ
で
も
、
誰
で
も
、
何
回
で
も
、

自
分
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
あ

る
ま
ち
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
�

ま
た
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

ま
ち
と
は
、
「
こ
こ
は
い
い
ま
ち

だ
」
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
人
が
い

て
、
人
や
環
境
、
暮
ら
し
の
中
に

「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る

魅
力
が
あ
る
ま
ち
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
�

希
望
と
は
、
未
来
に
向
か
う
原

動
力
。
活
躍
す
る
市
民
が
増
え
る

こ
と
で
地
域
が
活
性
化
し
ま
す
。

市
民
が
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
、
特
に
子
ど
も
や
若

者
が
夢
や
希
望
を
抱
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
�

つ
く
�
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本
格
的
な
人
口
減
少
と
�

高
齢
社
会
の
到
来
。
�

将
来
に
わ
た
っ
て
�

市
民
の
豊
か
さ
と
幸
せ
を
守
る
た
め
、
�

40
年
以
上
続
い
て
い
る
�

少
子
化
の
克
服
と
�

人
口
減
少
の
抑
制
に
挑
む
。
�

��

今
後
10
年
の
戦
略
目
標
�

3
つ
の
分
野
の
日
本
一
�

取
り
組
む
べ
き
4
つ
の
柱
�

51.8%

100％�

90％�

80％�

70％�

60％�

50％�

40％�

30％�

20％�

10％�

0％�
2040年�2035年�2030年�2025年�2020年�2015年�2010年�2005年�2000年�

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
114,328

21,022

117,857
116,363

25,691

74,298

63.9%

22.1%

14.1%

74,843

18,463 16,374 14,470 12,009 10,603

100,428
95,595

35,465

49,527

108,427
104,675

35,221

57,445

54.9%

33.6%

11.5%

114,286 111,657

33,080

64,107

57.4%

29.6%

13.0%

65.5%

18.4%

16.1%

11.1%

37.1%

国立社会保障・人口問題研究所�
日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）�

0～14歳�
15～64歳人口割合（％）�

15～64歳�
65歳以上人口割合（％）�

65歳以上�
0～14歳人口割合（％）�

掛川市の人口予測�

※1  人口千人当たりの出生数　※2  15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの�

掛川市の出生率の推移�

普通出生率（※1）�
合計特殊出生率（※2）�

�

 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
 9.0 9.4 9.3 9.4 9.0 9.4 8.9 9.4 9.3

1.53（H15～19）� 1.63（H20～24）�

持
続
発
展
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
40
年
以
上
続

い
て
い
る
少
子
化
の
克
服
、
人
口

減
少
の
抑
制
が
不
可
欠
で
す
。
若

者
・
子
育
て
世
代
・
女
性
の
「
し

ご
と
」
と
「
ひ
と
」
の
好
循
環
を

創
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
魅
力
を

磨
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
す
。
�

人
口
減
少
対
策
は
、
出
生
率
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
若
い
世

代
の
流
出
先
と
な
っ
て
い
る
首
都

圏
な
ど
か
ら
人
や
仕
事
を
呼
び
込

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
�

そ
の
た
め
に
必
要
な
政
策
の
方

向
性
と
し
て
、
次
の
3
つ
の
分
野

で
日
本
一
を
掲
げ
ま
す
。
�

①
「
教
育
・
文
化
」
分
野
�

掛
川
を
誇
れ
る
人
を
は
ぐ
く
む

こ
と
が
重
要
で
す
。
浸
透
し
て
い

る
報
徳
や
生
涯
学
習
の
考
え
方
を

基
本
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
教
育

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
文
化
活

動
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
夢
と
希
望
を
醸
成
し
心
豊
か
な

人
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。
�

②
「
健
康
・
子
育
て
」
分
野
�

掛
川
で
充
実
し
た
暮
ら
し
を
送

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
可
能
な
経

済
環
境
や
、
子
育
て
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
の

健
や
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
展
開

し
ま
す
。
�

③
「
環
境
」
分
野
�

住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
安
全
と
安
心

が
実
感
で
き
、
豊
か
な
自
然
環
境

や
穏
や
か
な
生
活
環
境
、
充
実
し

た
都
市
基
盤
環
境
を
整
備
し
、
誰

も
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
ま
す
。
�

���掛
川
に
「
し
ご
と
」
や
「
ひ
と
」

を
呼
び
込
み
、
情
報
や
資
本
の
流

入
を
促
す
た
め
、
先
の
3
つ
の
日

本
一
に
次
の
戦
略
4
本
柱
の
横
ぐ

し
を
さ
し
、
目
標
と
手
段
を
連
携

さ
せ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
�

①
新
し
い
人
の
動
き
を
つ
く
る
�

少
子
高
齢
化
を
進
行
さ
せ
る
一

因
の
ひ
と
つ
、
東
京
圏
へ
の
一
極

集
中
。
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、
発

信
し
、
東
京
在
住
者
で
地
方
へ
移

住
す
る
予
定
、
ま
た
は
検
討
し
た

い
と
い
う
希
望
者
の
移
住
・
定
住

に
結
び
つ
け
ま
す
。
�

②
安
心
し
て
働
け
る
�

東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
希
�
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望
者
が
抱
え
る
雇
用
へ
の
不
安
を

取
り
除
く
と
と
も
に
、
進
学
で
転

出
し
た
若
者
が
掛
川
市
で
希
望
す

る
仕
事
に
就
け
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
雇
用
の
量
だ
け
で

な
く
、
職
種
や
雇
用
条
件
、
女
性

の
就
労
機
会
の
向
上
を
支
援
し
ま

す
。
�

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
子
育
て
�

独
身
の
約
9
割
は
結
婚
の
意
思

を
持
ち
、
子
ど
も
数
は
2
人
以
上

を
希
望
し
て
い
ま
す
。
こ
の
希
望

を
か
な
え
る
こ
と
が
、
少
子
化
の

克
服
に
つ
な
が
り
ま
す
。
若
い
世

代
の
安
定
的
な
経
済
基
盤
の
確
保

と
、
子
育
て
と
就
労
を
両
立
で
き

る
働
き
方
の
実
現
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
実
現
し
ま
す
。
�

④
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
�

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
自
立
し
た
地
域
形
成
の

た
め
、
安
全
な
都
市
環
境
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
増
や
す
こ
と
で
、
地

域
の
課
題
を
地
域
で
解
決
で
き
る

連
携
体
制
や
仕
組
み
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。
�

���
平
成
27
年
度
は
、
み
な
さ
ん
の

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
基
本
構

想
を
ま
と
め
、具
体
的
な
施
策
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
�

27
年
度
、
基
本
計
画
策
定
へ
�

基
本
構
想（
案
）に
�

対
す
る
ご
意
見
を
�

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
�

�応募
期
間
　
4
月
20
日
（月）
ま
で
�

提
出
方
法
　
E
メ
ー
ル
、
F
A
X
、

郵
送（
〒
4
3
6-

8
6
5
0
長

谷
1-

1-

1
）ま
た
は
直
接
提
出
�

閲
覧
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
意
見
公
募
手
続
」
、
ま
た
は

市
役
所
、
支
所
、
市
立
図
書
館

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

まちづくりの基本�

【協働】�
掛川市の協働の
視点として、7
つの主体の強み
を生かした連携
を推進する。�

【広域連携】�
「ひと」や「しごと」の流れ、動きが一つの市
の中で完結するものではないことを踏まえ、経
営資源となる「ひと」、「もの」、「財源」な
どの流れを広域的にとらえ、有効な連携を推進
する。�

産（企業）�

（国・県）�

（NPO・福祉等）�

市�

官�

公�

学�
　　　（大学等）�

金�
（金融）�

民�
（市民）�

掛川市の将来像「希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川」�
�

戦略目標と方向性�

 例�
・掛川のまちを誇れる市民�
・個のスキルアップに励む市民�
・さまざまなステージで活躍�
・個の多様性を認められる�
・ローカル・グローバルに活躍�
�

教育・文化分野�
心豊かな人づくり�

�  例�
・心身健康で暮らすことができる�
・セーフティネットがある�
・子どもを育てることができる経済�
　環境がある�
・社会で子どもを育てる体制がある�
�

健康・子育て分野�
健やかな暮らしづくり�

 例�
・潤いのある自然と穏やかな生活が�
　享受できる�
・充実した都市基盤がある�
・取り巻く環境を意識し行動できる�
・やりがいのある活動や仕事ができる�
・市民と行政が信頼し合えるまち�
�

環境分野�
住み続けたいまちづくり�

若者・子育て世代・女性の「しごと」と「ひと」の好循環を創り�
「まち」の魅力をみがく戦略の柱と方針�

�

ター
ゲッ
ト�

�

④明日の掛川をつくり�
　豊かで潤いのある�
　安心な暮らしを守る�
�
・暮らしの安全の確保�
・スマートコミュニティ�
　の実現を目指す�
・ユニバーサルデザイン�
　に配慮された都市環境�
　を整備�
・地域のきずなづくり�

③若い世代の�
　結婚・出産・子育て�
　の希望をかなえる�
�
・市民総ぐるみで次世代�
　の育成�
・家庭を築ける環境整備�
・希望出生数をかなえる�
　ための環境整備�
・子育ての支援�
�

②掛川に「しごと」を�
　つくり安心して働ける�
�
・地域経済の活性化�
・起業の支援�
・地域産業の創出�
・若者、女性、高齢者の�
　活躍する場づくり�
・情報通信技術の活用�
・仕事と生活との調和の�
　実現�
�

①掛川への新しい「ひと」�
　の動きをつくる�
�
・交流人口を拡大�
・定住・移住を促進�
・外国人観光客や海外�
　ビジネスの誘致�
・地域の魅力づくり�
・既存の空き家や店舗、�
　公共施設の有効活用�
�

協 働・広 域 連 携�
�

つく�
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海
・
山
・
川
な
ど
の
豊
か
な
自

然
に
加
え
、
街
道
文
化
の
発
達
に

よ
り
、
特
徴
的
な
地
域
文
化
が
培

わ
れ
て
き
た
掛
川
市
。
こ
れ
ら
の

文
化
を
未
来
に
継
承
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
地
域
文
化
の
創
造
・

発
展
を
目
指
し
、
「
掛
川
市
文
化

振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
�

豊
か
な
生
活
と
は
、
経
済
的
な

豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
心
も
満
た

さ
れ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
。

文
化
は
、
み
な
さ
ん
に
生
き
る
喜

び
を
与
え
、
創
造
力
や
表
現
力
を

高
め
る
と
と
も
に
、
市
民
同
士
の

心
の
つ
な
が
り
を
生
む
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
。
�

文
化
の
主
役
は
、
市
民
・
地
域

で
す
。
本
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

み
な
さ
ん
が
文
化
に
触
れ
る
機
会

が
増
え
、
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、

地
域
文
化
を
守
ろ
う
と
す
る
気
運

が
高
ま
る
こ
と
で
、
地
域
に
一
体

感
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
文
化

資
源
の
活
用
に
よ
る
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
�

本
計
画
で
は
、
下
記
の
と
お
り

文
化
を
「
芸
術
・
伝
統
・
生
活
」

の
3
体
系
に
分
類
し
、
今
後
10
年

間
の
文
化
振
興
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
基
に
、
学
校
や
団
体
な
ど

の
文
化
の
担
い
手
と
、
美
術
館
や

公
共
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
が
連
携
・

協
働
し
て
文
化
事
業
を
展
開
し
、

市
民
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
�

特
に
、
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
に
は
、
若
い
う
ち
に
感
動
な
ど
、

心
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
刺
激
を
受

け
る
か
が
重
要
で
す
。
計
画
策
定

を
機
に
、
子
ど
も
や
若
者
の
豊
か

な
感
性
や
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
た

め
、
上
質
で
多
彩
な
文
化
芸
術
を

鑑
賞
し
、
体
験
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。
�

文
化
が
は
ぐ
く
む
心
豊
か
な
生
活
�

「
掛
川
市
文
化
振
興
計
画
」
を
策
定
�

�

文
化
振
興
室（
　
21-

1
1
2
6
）�

��

Kakegawa Culture

今年度から新たに始動！�
�

芸�
術
文
化
�

文
化
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
美
的
か
つ
創

造
的
な
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
�

伝�
統
文
化
�

長
い
歴
史
の
中
で
地
域
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
礼
・
郷
土

芸
能
な
ど
を
継
承
し
、
後
世
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。
�

生�
活
文
化
�

衣
・
食
・
住
な
ど
の
生
活

の
中
に
あ
る
特
徴
的
な
地
域
文
化

の
魅
力
を
再
発
見
し
、
郷
土
愛
の

醸
成
を
図
り
ま
す
。
�

計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
�

★ステンドグラス美術館�

★茶文化創造千日プロジェクト�

　「かけがわ茶エンナーレ」�

★金次郎と掛川の偉人検定�

★西郷局顕彰事業�

�

さいごうのつぼね�
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介護保険段階の確認方法�
�

第
6
期
介
護
保
険
事
業
ス
タ
ー
ト
�

�4
月
か
ら
新
し
い
�

保
険
料
に
改
定
し
ま
す
�

��

高齢者支援課（　21-1196）�
�

介
護
保
険
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
3
年
ご
と
に
計
画
を
見
直
し
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
の
新
た
な
3
か
年
計
画
を
本
年
3
月
に
策
定
。

4
月
か
ら
は
介
護
保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
新
た
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
や
介

護
・
予
防
給
付
で
、
第
6
期
介
護
保
険
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
�

平
成
29
年
度
の
市
内
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
は
、
市
の
推
計
（
下
表
）
で
は

全
体
の
26
％
を
超
え
、
介
護
認
定
者
数

も
4
8
0
0
人
台
へ
と
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
�

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
は
現
在
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た
中
で
、
平
成

27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
新
た
な
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
�

介
護
保
険
は
、
平
成
12
年
に
施
行
さ

れ
た
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
制
度
で
、

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
介
護
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
健
康
で
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
3
年
単
位
で
計

画
を
見
直
し
ま
す
。
介
護
・
予
防
給
付
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
予
防
教
室
や
認
知
症
予
防
な
ど
の

地
域
支
援
事
業
の
計
画
を
策
定
、
運
営

し
て
い
ま
す
。
�

新
た
な
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う

な
介
護
予
防
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮

高
齢
化
率
26
％
超
を
想
定
し
�

新
た
な
3
か
年
計
画
を
策
定
�

�

 区　分 H 25 H 26 H 27 H 28 H 29�

�65歳以上（人） 26,731 27,687 28,858 29,528 30,103�

認定者数（人） 4,510 4,547 4,726 4,793 4,858�

高齢化率（％） 22.7 23.5 24.8 25.6 26.3�

�

高齢者人口および高齢化率の推移（推計）�

あ

な

た

が

住

民

税

を

課

税

さ

れ

て

い

る�

�

いいえ�

いいえ�

はい�

はい�

同じ世帯に

住民税を課

税されてい

る人がいる�

前年の合計所得金額（※1）＋課

税年金収入額（※2）が次の区分

に該当する。�

前年の合計所得金額（※1）＋課

税年金収入額（※2）が次の区分

に該当する。�

前年の�

合計所得金額

（※1）は？�

 80万円以下�

�120万円以下�

�120万円超�

�

第 1 段階�

�

 80万円以下�

�

第 4 段階�

�

 80万円超�

第 5 段階�

�

第 6 段階�

�

第 2 段階�

�第 3 段階�

�

�

120万円未満�

�
第 7 段階�

�

190万円未満�

�
第 8 段階�

�

290万円未満�

�
第 9 段階�

�

400万円未満�

�
第10段階�

�

700万円未満�

�
第11段階�

�

700万円以上�

�
※1　合計所得額 収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なる）�

 を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額�

※2　課税年金収入額　国民年金・厚生年金・共済年金など課税対象となる種類の年金（障害・遺族・�

 老齢福祉年金などは含まない）のこと�

�
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新保険料　新旧段階表�

 第1･2段階 30,600（  2,550） 第 1 段階  32,400（  2,700）�

 第 3 段階 38,400（  3,200） 第 2 段階  45,600（  3,800）�

 第 4 段階 45,600（  3,800） 第 3 段階  52,800（  4,400）�

 第 5 段階 54,000（  4,500） 第 4 段階  63,000（  5,250）�

 第 6 段階 60,600（  5,050） 
第 5 段階

  70,200（  5,850）�

 第 7 段階 67,200（  5,600） 第 6 段階 本人が市民税課税で合計所得金額が120万円未満 84,000（  7,000）�

 第 8 段階 76,200（  6,350） 第 7 段階 本人が市民税課税で合計所得金額が190万円未満 91,200（  7,600）�

 第 9 段階 91,200（  7,600） 第 8 段階 本人が市民税課税で合計所得金額が290万円未満 105,600（  8,800）�

 第10段階 106,200（  8,850） 第 9 段階 本人が市民税課税で合計所得金額が400万円未満 119,400（  9,950）�

 第11段階 121,200（10,100） 第10段階 本人が市民税課税で合計所得金額が700万円未満 140,400（11,700）�

   第11段階 本人が市民税課税で合計所得金額が700万円以上 154,200（12,850）�

ら
し
続
け
る
た
め
の
切
れ
目
な
い
在
宅

支
援
の
体
制
づ
く
り
（
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
）
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
地

域
健
康
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
し

あ
」
を
中
心
と
す
る
掛
川
型
の
地
域
包

括
ケ
ア
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
�

���計
画
で
は
、
市
民
が
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
場
合
に
市
が
負
担
す
る
介
護

給
付
費
を
、
3
年
間
で
前
計
画
の
15
％

増
の
約
2
7
4
億
円
と
し
、
高
齢
者
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
支
援
体
制
の
整
備
、
介
護
予
防
の
推

進
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

（
地
域
支
援
事
業
）
な
ど
も
、
同
じ
く

3
年
間
で
50
％
増
の
約
10
億
円
と
見
込

み
ま
し
た
。
�

こ
れ
ら
の
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の

財
源
は
、
国
、
県
、
市
の
負
担
金
、
国

の
交
付
金
、
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
）
、
第
2
号
被
保
険
者
（
40
歳
〜

64
歳
）
の
保
険
料
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
�

��　
　
　
　
　
�

市
の
介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
、
国

の
試
算
方
法
に
よ
る
と
現
在
の
5
0
5
0

円
か
ら
5
9
1
1
円
ほ
ど
に
増
え
ま
す

が
、
保
険
料
率
の
「
多
段
階
化
」
と
、

市
の
準
備
基
金
3
０
０
０
万
円
を
充
て

る
こ
と
で
、
5
8
5
0
円
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
�

多
段
階
化
は
、
介
護
給
付
費
の
増
加

に
伴
い
保
険
料
負
担
が
増
大
し
て
い
る

中
で
、
安
定
的
な
介
護
保
険
制
度
の
運

営
と
、
低
所
得
者
の
保
険
料
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
平
成
27
年
度
以
降
の
国
基

準
保
険
料
段
階
9
段
階
を
さ
ら
に
細
か

く
11
段
階
に
設
定
。
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
き

め
細
か
い
保
険
料
負
担
段
階
を
設
定
し

ま
し
た
。
�

65
歳
以
上
の
人
は
、
「
新
保
険
料
段

階
の
確
認
方
法
」
（
右
下
図
）
で
段
階

を
確
認
の
上
、
「
新
保
険
料
　
新
旧
段

階
表
」
（
下
図
）
で
、
保
険
料
の
変
更

額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
�

���新
し
い
介
護
保
険
事
業
を
紹
介
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
５
月
こ
ろ
自
治
会

を
通
じ
て
家
庭
へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
額

は
、
7
月
こ
ろ
直
接
本
人
へ
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。
�

介
護
給
付
費
�

3
年
で
2
7
4
億
円
の
見
込
み
�

�1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
�

基
準
月
額
5
8
5
0
円
に
改
定
�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
5
月
、
�

通
知
は
7
月
に
配
布
・
発
送
予
定
�

平成26年度まで�

�

平成27年度から29年度までの65歳以上の人の保険料段階�

�

旧段階� 新段階� 対象者�
旧保険料�

年額（月額）�

新保険料�

年額（月額）�

世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と�

合計所得金額の合計が80万円以下�

世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と�

合計所得金額の合計が120万円以下�

世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と�

合計所得金額の合計が120万円超�

本人が市民税非課税で世帯に市民税課税者が�

いる人で本人の課税年金収入額と合計所得�

金額の合計額が80万円以下�

本人が市民税非課税で世帯に市民税課税者が�

いる人で本人の課税年金収入額と合計所得�

金額の合計額が80万円超�

（円）�

(基準額）�
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市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す
�

�

生涯学習協働推進課�
（　21-1129）�
�
�

森の大切さを知る木こりツアー（倉真山中にて）�森の大切さを知る木こりツアー（倉真山中にて）�

市民主体で地域課題を解決する活動を支援している

「市民活動推進モデル事業」や「まちづくり協働推進事

業」の報告会が4月25日、大日本報徳社で開催されます。�

平成26年度、市内各所でまちづくりに取り組んできた

みなさんの活動を参考に、新たな一歩を踏み出すための

きっかけにしてください。�

平成26年度報告会・平成27年度説明会�
�
平成27年度に応募を検討している人や団体のみな

さんは、ぜひご参加ください。�

  と　き　4月25日（土）午前 9時～正午�

  ところ　大日本報徳社大講堂（掛川）�

  対　象　どなたでも（申込不要・直接会場へ）�

一
年
の
成
果
発
表
�

ぜ
ひ
来
て
ね
！
�

�

地
域
課
題
を
市
民
活
動
で
解
決
。
�

モ
デ
ル
事
業
・
協
働
推
進
事
業
�

��市
民
活
動
推
進
モ
デ
ル
事
業
や
ま
ち
づ

く
り
協
働
推
進
事
業
は
、
市
民
活
動
団
体
、

地
域
自
治
組
織
、
企
業
、
行
政
な
ど
、
社

会
を
構
成
す
る
多
種
多
様
な
主
体
が
幅
広

く
協
働
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る

取
り
組
み
を
定
着
さ
せ
た
り
、
発
展
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
モ
デ
ル

と
な
る
事
業
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。
�

モ
デ
ル
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
第
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
団
体
の
育
成
支

援
や
各
種
団
体
同
士
が
特
性
を
生
か
し
て

協
働
し
効
果
を
発
揮
す
る
市
民
活
動
の
支

援
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
働

推
進
事
業
は
、
市
と
各
種
団
体
が
協
働
し
、

行
政
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
�

市
民
活
動
推
進
モ
デ
ル
事
業
�

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
事
業
�

�
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協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
、
�

広
報
5
月
号
で
特
集
予
定
�

「
ほ
ん
わ
か
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」

は
昨
年
3
月
に
発
足
し
た
ば

か
り
。
図
書
館
の
来
場
者
が
減
少
す
る
中
、本

を
楽
し
む
活
動
を
通
じ
て
、
入
館
者
を
増
や

し
た
い
、
ま
た
、
街
中
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
た
い
と
の
思
い
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
要

は
読
書
を
介
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
も
い
え
ま

す
。
活
動
が
人
を
つ
な
ぎ
、
新
し
い
展
開
が

生
ま
れ
、
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
知
ら
ず
知

ら
ず
活
動
が
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
�

読
書
と
聞
く
と
硬
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
開
催
し
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ヴ
は
音
楽
と
読
書
の
融
合
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
化
で
す
か
ら
、
や

る
人
も
聞
く
人
も
楽
し
め
る
ん
で
す
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
珍
し
い
の
で
は
。
�

活
動
の
課
題
で
あ
っ
た
情
報
発
信
は
、
モ

デ
ル
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
今
ま
で
以
上

に
体
系
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な

支
え
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
読
書
活

動
全
般
を
市
や
図
書
館
と
協
働
で
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
27
年
度
は
、
ラ
イ
ヴ

の
出
張
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
中
学
生
を
巻
き
込
ん

だ
仕
組
み
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
�

【市民活動推進モデル事業】�

1）市民活動団体育成事業（1/2・2/3補助）�

　・出前講座「学ぶ☆作る☆味わう」�

　　　　　　　　　　　（掛川お茶愛好会）�

　・リーディングライヴ「○～en～」�

　　　　　　　　（ほんわかブッククラブ）�

2）協働推進事業（1/2・3/4補助）�

　・まじすかよこすか2014～第1回横須賀�

　　よさこい祭り～�

　　　　　　（横須賀よさこい実行委員会）�

　・中学生による「見て、聞いて、体験して、�

　　考える東日本大震災」�

　　　　　　　　（NPO法人 WAKUWAKU西郷）�

　・xChange＆暮しごと市�

　　　　　　　　（暮しごと市実行委員会）�

　・Kakegawa Band Festival�

　　（Kakegawa Band Festival実行委員会）�

　・自然豊かな郷土を愛し、自立した人財を�

　　育む豊かな街づくり�

　　　　　　　　　　　（キッズハピネス）�

　・更生保護の見える化及び啓発促進事業�

　　　　　　　（掛川地区更正保護女性会）�

　・減災フェスティバル2014�

　　　　（東日本大震災支援掛川市民の会）�

　・第23回東海道日坂宿駕籠駅伝大会�

　　　　　　　　　　　（日坂地区区長会）�

　・森林保全を目的とした親子で森で遊び、�

　　森の大切さを知る木こりツアー�

　　　　　（いのちのぱずるプロジェクト）�

【まちづくり協働推進事業】�

行政課題解決事業（10/10補助）�

　・水のエネルギーによる安心・安全なまち�

　　づくり協働推進事業�

　　　　　（NPO法人おひさまとまちづくり）�

　・高齢社会を応援する・木づかいベンチ�

　　　　　　　（NPO法人時ノ寿の森クラブ）�

�

平成26年度事業報告団体�実践者の�

声�
�
�読
書
活
動
全
般
を
協
働
で
盛
り
上
げ
た
い
。
�

��

▲連雀商店街の店舗内や図書館内で開催さ�
れたリーディングライヴ「○～en～」。�
本を壁に映し出し、朗読と音楽を融合。�
読書や朗読への関心を高めた。�
�

ま
ち
づ
く
り
の
想
い
を
形
に
�

お
も
�

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
中
、
市
民
活
動
は
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
一
層
の
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
よ
る
「
地
域
活
動
」
と
、
防
災
や
福
祉

な
ど
テ
ー
マ
別
の
「
市
民
活
動
」
は
、
ど

ち
ら
も
重
要
な
活
動
。
そ
の
た
め
に
も
、

モ
デ
ル
事
業
や
協
働
推
進
事
業
は
、
普
段

み
な
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
地
域
や

市
内
へ
広
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
人
、

地
区
と
連
携
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
�

人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
新
し
い
発

見
に
心
踊
る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
の
住

む
地
域
が
良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感

し
な
が
ら
、
わ
が
町
へ
の
想
い
が
強
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
、
過
去
の
実
践
者
た
ち
の

声
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。�
27
年
度
も
本
事

業
は
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
報
告
会
・
説

明
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
を
形
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
市
は
助
言
や
資
金
支
援
、
人
や

団
体
と
の
パ
イ
プ
役
な
ど
、
市
民
活
動
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。
�

���2
月
議
会
で
審
議
さ
れ
た
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
規
定
さ
れ
る
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
体
系
や
、
市
の

支
援
制
度
な
ど
、
広
報
か
け
が
わ
5
月
号

で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
�

ほんわかブッククラブ�

代表　鴻野元希さん（宮脇）�
こう�の�もと�き�
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知
る
�

 
気
づ
く
�

　
 

実
践
す
る
！
�

��

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
か
？
�

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
未
来
の
た
め
、
地
球

に
や
さ
し
い
生
活
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

ま
ず
は
、�

緑
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン
か
ら
�

��

地
域
・
職
場
・
団
体
の
�

環
境
活
動
に
補
助
�

環境政策課�
（　21-1218）�
�

省
エ
ネ
の
た
め
、
「
冷
房
の
温

度
は
28
度
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
」

と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
真

夏
の
日
、
ど
う
し
て
も
設
定
温
度

を
下
げ
て
し
ま
い
が
ち
。
�

そ
ん
な
と
き
の
一
工
夫
。
熱
を

室
内
に
入
れ
な
い
た
め
に
強
い
日

ざ
し
を
遮
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

す
だ
れ
な
ど
で
遮
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
が
、
緑
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン

は
植
物
が
水
蒸
気
を
放
出
す
る
た

め
周
辺
の
気
温
上
昇
も
抑
え
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
室

外
機
も
同
様
に
遮
光
す
れ
ば
、
さ

ら
に
効
果
的
で
す
。
�

※
4
月
20
日

（月）
か
ら
、
環
境
政
策

課
、
大
東
・
大
須
賀
支
所
で
ア
サ

ガ
オ
・
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布

し
ま
す
（
数
量
限
定
）
。
�

���
�環

境
の
保
全
や
創
造
な
ど
の
活

動
を
実
践
し
て
い
る
ま
た
は
、
新

た
に
取
り
組
む
団
体
や
地
区
、
企

業
は
、
環
境
活
動
を
支
援
す
る
「
掛

川
市
環
境
基
本
計
画
実
践
事
業
費

補
助
金
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
�

■
対
象
活
動
例
�

・
市
民
団
体
が
地
産
地
消
・
エ
コ

料
理
教
室
を
開
催
�

・
企
業
が
環
境
学
習
会
を
開
催
�

・
地
区
で
講
師
を
招
い
て
自
然
環

境
観
察
会
を
実
施
�

■
対
象
経
費
�

・
啓
発
、
講
演
会
、
環
境
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
開
催
に
か
か
る
経
費
�

・
施
設
の
整
備
費
、
施
設
見
学
の

交
通
費
、
バ
ス
借
用
料
な
ど
�

■
補
助
額
�

 
原
則
と
し
て
補
助
対
象
経
費
の

2
分
の
1
以
内
、
上
限
5
万
円
�

▲親子環境学習会（市内事業所にて）�

▲新登校リーダー旗振り講習会（横須賀小）�

掛川市の地震被害想定�
町丁字別の被害を市HPで公表�

�
�

�

自
分
の
暮
ら
す
地
域
が
南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
で
ど
の
よ
う
な
被
害

を
受
け
る
か
を
知
り
、
住
宅
の
耐
震

化
や
家
具
固
定
な
ど
の
対
策
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

町
丁
字
別
の
第
４
次
地
震
被
害
想
定

を
公
表
し
ま
し
た
。
�

震
度
・
液
状
化
・
津
波
・
建
物
被

害
の
状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
数
字
と
図
面
で
確
認
出
来
ま
す

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

↓

市
民
の
皆
様

↓

防
災
）
。
詳
し
く
は
危
機
管
理

課
（
　
21
‐
1
1
3
1
）
ま
で
。
�

～安全を つなげて広げて 事故ゼロへ～�

「新入学（園）児を�
　交通事故から守る県民運動」�
� 4月6日(月）～10日(金）�

�

�

危機管理課（　21-1131）�

�

�
4月は新入学（園）児が飛び出してくるかもしれません�

�
�

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

4
月
は
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

児
童
や
園
児
が
突
然
、
飛
び
出

し
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
い
つ
も
以
上
に
注
意
し
て

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

掛川市�
地球温暖化�
対策！�
�
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企画調整課（　21-1127）�
�

主な変更点（　）は窓口の配置�
�

■土木課の業務を再編します。（3F北側）�

土木課� 土木課�

都市基盤係� 都市基盤係�

道路係�

道路河川整備室�

河川係�

道路河川係�

南北道路推進係�

南北道路推進室�

■「文化振興室」を企画政策部に新設します。�

地域支援課�

教育委員会�

社会教育課�

文化振興係�

地域づくり係�

みどり推進係�

美術館係�

文化振興係�

（3F南側）�

文化振興室�

美術館係�

（二の丸美術館）�

　詳しくはお問い合わせ、または市のホームページ�

をご覧ください。　　　  �

　（ホームページは4月1日に新年度版に更新予定）�

�

掛川市 各課紹介　   検索�

■若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえ 

るため、こども希望部に「こども政策課」を新

設します（1F南側）。�
�

■障がい者が、その能力と適正に応じた雇用の場

に就けるよう支援するため、障がい者新規就労

「500人サポート推進室」を、福祉課に新設し

ます（1F北側）。�
�

■地区まちづくり協議会や市民活動団体、企業な

どの多様な団体の主体的なまちづりを推進する

ため、生涯学習協働推進課に「まちづくり協働

センター」を設置します（3F北側）。�
�

■第4次地震・津波被害想定のレベル2の津波に対

応する海岸防災林の強化を図るため、都市建

設部に「海岸整備推進室」を新設します（3F南

側・海岸整備推進係）。�

市
役
所
の
�

担
当
部
署
が
�

変
わ
り
ま
す
。
�

�

4月1日�
から�
�
�
�
�
�

吹き抜け�

生涯学習�
テラス�

国際交流�
コーナー�

国保�
年金課�

市税課�納税課�資産税課�

2F

EV

EV

環
境
政
策
課�

地
域
医
療�

推
進
課�

都
市
政
策
課�

EV
ホ
ー
ル�

吹き抜け�生涯学習�
テラス�

生涯学習�
協働推進課�

維持�
管理課�

土木課�

3F

EV

EV

地
域
支
援
課�

文
化
振
興
係�

海
岸
整
備
推
進
係�

EV
ホ
ー
ル�

総合案内�

正面玄関�

市民ロビー�

EV

EV

（証明）�

市民課�
（戸籍）�

（証明）�高齢者�
支援課�

福祉課�

出納局�

1F
N

EV
ホ
ー
ル�

こ
ど
も�

希
望
課�

こ
ど
も
政
策
課�

主

な

変

更

点

を

ご

案

内

し

ま

す

。
�

新

設

さ

れ

た

り

、

窓

口

の

場

所

が

変

わ

っ

た

り

す

る

部

署

は

下

の

図

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。
�

3F→2Fに変わります�

2F→3Fに変わります�
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その62

平
成
27
年
度
の
「
子
育
て
支
援
対
策
」
に
つ
い
て
�

▲「地域の宝」の子どもたちと�

我
が
国
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
み
、

そ
し
て
人
口
減
少
に
よ
る
弊
害
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
大
変
憂
慮
さ
れ
る
時
代
に

突
入
し
ま
し
た
。
�

総
務
省
の
発
表
し
た
平
成
26
年
の
人

口
移
動
報
告
で
は
、
掛
川
市
か
ら
の
人

口
流
出
超
過
数
は
2
7
9
人
で
、
流
出

超
過
は
こ
こ
数
年
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
26
年
中
に
産
ま
れ
た
0
歳
児

は
1
0
0
0
人
を
下
回
り
、
少
子
化
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
人
口
流
出
は

最
も
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、
「
子
育
て
支
援
」
の
施
策

は
、
掛
川
市
の
持
続
発
展
に
と
っ
て
大

変
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
�

平
成
27
年
度
の
「
子
育
て
支
援
」
で

す
が
、
子
ど
も
は
社
会
に
希
望
と
活
力

を
も
た
ら
す
「
地
域
の
宝
」
で
あ
り
、

未
来
を
創
り
将
来
を
担
う
大
切
な
存
在

で
す
。
昨
年
度
策
定
し
た
「
掛
川
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
家
庭
、
園
（
幼
稚
園
・
保
育
園
・

幼
保
園
）
、
学
校
、
地
域
、
行
政
、
事

業
者
な
ど
が
協
働
し
て
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
保
障
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
�

具
体
的
に
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
妊
娠
、

出
産
、
育
児
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
た
め
、
保
健
予
防
課
に
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
け
、

市
内
5
か
所
の
「
ふ
く
し
あ
」
を
サ
テ

ラ
イ
ト
と
し
て
、
相
談
・
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
利
用
し
た
子
育
て
に
関
す
る

情
報
発
信
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
子
育
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
」
や
「
ゆ
っ
た
り
子

育
て
三
世
代
同
居
応
援
事
業
」
の
継
続

に
よ
り
、
子
育
て
不
安
の
解
消
や
家
庭

で
の
子
育
て
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
�

次
に
、
「
待
機
児
童
解
消
対
策
」
で

す
が
、
本
年
4
月
に
「
希
望
の
丘
」
に

定
員
1
2
0
人
の
認
可
保
育
所
「
か
け

が
わ
の
ぞ
み
保
育
園
」
が
開
園
し
、
市

内
認
可
保
育
所
の
定
員
が
1
8
8
0
人

と
な
り
ま
す
。
既
存
の
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
保
育
室
の
改
修
や
入
所
円
滑
化

事
業
の
推
進
に
よ
り
園
児
の
受
け
入
れ

拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
所
で
あ
る
掛
川
協
働
保
育
園
の
利
用

者
に
は
、
引
き
続
き
保
育
料
助
成
を
行

い
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
4

月
か
ら
は
、
現
行
の
「
家
庭
的
保
育
事

業
」
を
新
制
度
の
「
小
規
模
保
育
事
業
」

と
し
て
拡
充
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
「
小
規
模
保
育
事
業
所
」
の
建

設
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
�

次
に
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

私
立
幼
稚
園
保
護
者
に
対
し
て
は
、
保

育
料
の
多
子
軽
減
措
置
を
実
施
し
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
の
増
額
や
新
た
に
男
性
不

妊
治
療
費
へ
の
助
成
を
開
始
。
同
時
に

不
妊
治
療
に
係
る
所
得
制
限
を
撤
廃
し

不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
り
、出
生
数
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
�

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
子
育
て
支
援

対
策
」
の
一
層
の
充
実
強
化
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
が
元
気
に
活
躍
し
、
女
性

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
努
め
、

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

�

つ
く�

【お詫びと訂正】3月号の維新伝心に誤りがありました。西郷局の菩提寺は正しくは「宝台院」、また、教育委員会発行の�
冊子は正しくは「この人に学びたい　―掛川の偉人ものがたり―」でした。訂正してお詫びします。�
�

さいごうのつぼね�

�
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小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠袋井�
薬剤師会�
小笠袋井�
薬剤師会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

中東遠総合医療センター　その5�
（　 21-5555）�

中東遠総合�
医療センター�
中東遠総合�
医療センター�
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睡
眠
時
間
は
ど
れ
だ
け
必
要
か

睡
眠
時
間
は
加
齢
に
よ
り
徐
々
に
短

く
な
り
ま
す
が
、
快
適
と
感
じ
る
睡
眠

時
間
や
睡
眠
パ
タ
ー
ン
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
睡
眠
の
質
は
睡
眠
時
間
だ
け
で

決
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

が
満
足
を
感
じ
れ
ば
、
時
間
の
長
さ
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

睡
眠
を
助
け
る
た
め
の
工
夫

①
寝
室
の
環
境
を
整
え
る
（
な
る
べ
く

外
の
音
が
入
ら
な
い
よ
う
に
厚
手
の

カ
ー
テ
ン
、
お
ぼ
ろ
げ
に
物
の
形
が

見
え
る
程
度
の
暗
さ
）

②
夕
食
後
に
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
多
い

飲
物
や
食
べ
物
を
控
え
る
（
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
、
濃
い
緑
茶
な
ど
）

③
深
酒
は
し
な
い
（
寝
酒
も
睡
眠
の
質

を
低
下
さ
せ
ま
す
）

④
ぬ
る
め
の
お
風
呂
と
軽
い
ス
ト
レ
ッ

チ
運
動
（
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
）

⑤
眠
く
な
っ
た
ら
床
に
つ
く
（
無
理
に

寝
よ
う
と
焦
ら
な
い
）

⑥
起
床
後
に
太
陽
光
を
浴
び
る
（
体
内

厚
生
労
働
省
か
ら
、
昨
年
３
月
に

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針 

２

０
１
４
〜
睡
眠
12
箇
条
〜
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

睡
眠
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
睡

眠
の
質
が
悪
か
っ
た
り
す
る
と
、
生
活

習
慣
病
や
う
つ
病
に
な
り
や
す
く
、
逆

に
睡
眠
が
良
く
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
病

気
が
軽
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

睡
眠
は
な
ぜ
必
要
か
？

①
脳
を
休
息
さ
せ
る

②
成
長
を
促
し
、
疲
労
を
回
復
さ
せ
る

③
健
康
を
維
持
す
る
（
免
疫
力
が
高
ま

る
）　

私
た
ち
が
一
定
時
間
起
き
て

い
る
と
眠
く
な
る
の
は
、
オ
ー

バ
ー
ヒ
ー
ト
し
そ
う
に
な
る
脳

を
冷
却
さ
せ
る
た
め
に
眠
り
へ

と
誘
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
眠
り
」
の
最
大
の
役
割
は
、

こ
の
脳
を
休
息
さ
せ
て
睡
眠
中

に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
な

の
で
す
。

〜
睡
眠
と
健
康
〜
　

快

適

な

睡

眠

で

脳

の

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
夜
の
寝
つ

き
の
悪
さ
が
改
善
さ
れ
ま
す
）

不
規
則
な
生
活
は
疲
れ
や
不
眠
に
つ

な
が
り
ま
す
。
起
床
、
食
事
、
就
寝
の

時
刻
を
で
き
る
だ
け
規
則
的
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
適
度
な
活
動
は
体
に
心

地
よ
い
疲
労
と
な
り
、
睡
眠
の
質
を
よ

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
理
の
な

い
範
囲
で
体
を
動
か
す
よ
う
に
心
が
け

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

専
門
家
に
相
談

寝
つ
け
な
い
、
熟
睡
感
が
な
い
、
十

分
に
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い
こ

と
が
続
く
な
ど
、
日
中
の
生
活
に
支
障

を
感
じ
、
自
ら
の
工
夫
だ
け
で
は
改
善

し
な
い
と
思
っ
た
時
に
は
、
早
め
に
専

門
家
（
保
健
師
、
精
神
科
、
睡
眠
外
来

な
ど
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。



各医療機関の診療案内は、平成26年7月号の  保存版  「小笠医師会管内  医療機関診療案内」�

または、市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報   －  救急医療  ）をご利用ください。�
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできませんので、該当される方は指定医療機関で受診してください。�

�

運動が健康に良いことはわかっていても、

なかなか続かないのが悩みの種ですね。でも、

三日坊主だって大丈夫。三日坊主を何度もく

り返すことでも、運動効果はありますよ。�

まずは、姿勢をよくしてみる。いつもより、

少し歩く速度を速めてみる。そんなちょっと

のきっかけで、体を動かすことを意識しだし

たら、次はストレッチや「ながら運動」も生

活習慣に取り入れていきましょう。お休みし

てもまた次の日からチャ

レンジ!!です。�

�

救急医療のお知らせ�受診前に連絡を！��

月～金曜日（平日夜間） 診療科：内科、小児科�
●19：00～22：00（受付 21：30まで）�
 小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30、 　61-1299・FAX61-1400）�
�
土曜日�

●12：00～17：00 市内の開業医院�
　診療案内　中央消防署（　 21-0119）、市役所（日直）（　 21-1111）�
�

5月の健康案内�
　 　 保健予防課（　 23-8111）�

徳　育 ： 徳育保健センター（御所原）�
大　東 ： 大東保健センター（三俣）�
�

会  場�

掛川医療センター急患診療室
は3月をもって廃止となりました。
4月からは希望の丘内中部ふくし
あ2階に、「小笠掛川急患診療所」
が新設しました。�

子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷ったときは、お電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。�
■平日 18：00～翌朝8：00　■土曜日 13：00～翌朝8：00　■日・祝 8：00～翌朝8：00

�

日曜日・祝日 診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前中のみ）�
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）�
 小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30、 　61-1299・FAX61-1400）�
　※4月から歯科も急患診療所での受診に変更となりました。�

�

5月�

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。�
●赤ちゃんの身体測定・・・徳育保健センターの開館日は、9：30～16：00いつでも身長・体重を測ることができます。�
　子育て支援センター、つどいの広場でも相談・計測を実施していますので、各施設にお問い合わせください。�
※転入された方へ 高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防接種の手続きを�
 済ませていない方は、母子手帳を持って徳育保健センターへお越しください。�

「静岡こども救急電話相談（♯8000）」 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話→　＃8000�
■固定電話（ダイヤル回線）・ IP電話→ 054-247-9910�
�

�

小笠掛川急患診療所�
新設オープン�

�

中東遠総合医療センターの救急診
療は、入院や手術が必要な重症患者さ
んを中心におこなっています。外来で
対処可能な患者さんは、小笠掛川急患
診療所での受診をお願いします。�

まずは地域の救急診療へ�

運動は、思い立ったが吉日！�

徳　育�

�

�

�

徳　育�

徳　育�

大　東�

�

徳　育�

大　東�

徳　育�

6か月児健康相談�
9：15～9：45

1歳6か月児�
健康診査�

13：00～13：30

2歳2か月児�
健康診査�

13：00～13：30

3歳児�
健康診査�

13：00～13：30

ママセミナー�
（歯科編）�

13：15～13：30

離乳食教室�
（もぐもぐごっくん教室）�
9：15～9：30

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会　 場�

徳　育�

徳　育� 21 木 �

健診・相談・予防接種�
説明会�

9：15～9：30
徳　育� 11 月 平成27年 3月出生児�

 22 金�4～8か月児の親（予約制）�

妊婦（予約制）※夫婦での参加も可�

 1 金 平成26年10月   1日 ～15日出生児�

 8 金 平成26年10月 16日 ～31日出生児�

 11 月 平成25年10月   1日 ～15日出生児�

 15 金 平成25年  9～10月 出生児�

 22 金  平成25年10月 16日 ～31日出生児�

 1 金 平成25年 2月   1日 ～15日出生児�

 8 金 平成25年 2月 16日 ～28日出生児�

 12 火 平成24年 4月   1日 ～15日出生児�

 14 木 平成24年 4月 16日 ～30日出生児�

 18 月 平成24年  3 ～4月出生児�

�

�

�
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�

　�

話題の本�

催し物・展示�

●都合により日程が変わる場合があります。�
●借りた本は、次回巡回日に返却してください。�
　中央・大東・大須賀の3図書館でも返却できます。�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週金曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、5月3日（日・祝）、6日（水・振）、28日（木・月末整理日）�
�

大須賀図書館（    ・FAX 48-5269）�
�

■おはなしバス（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　5月15日・22日（金）午前10時30分～10時45分�
■おはなしきしゃぽっぽ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　毎週土曜日 午後3時～3時30分�
■赤堀真菜さんの日本画展�
と　き　5月14日（木）～5月31日（日）�
■図書館の中の保健室（看護師による血圧測定や各種相談）�
と　き　5月19日（火）午前9時30分～11時30分�

●ご希望の図書が貸出中や最寄りの図書館にないときは、予約ができます。�

移動図書館コスモス号�

5月の巡回日程表�

 日 曜 時　　間 ところ（ステーション）�

 7 木�

 8 金�

 12 火�

 13 水�

 14 木�

 15 金�

 27 水�

 28 木�

 26 火�

 20 水�

 21 木�

 19 火�

 1 金�

 8 金�

 7 木�

 12 火�

 14 木�

 15 金�

 19 火�

 20 水�

 13 水�

 21 木�

 22 金�

 26 火�

 28 木�

移動図書館おおぞら号�

10：05～10：30�

12：50～13：20�

12：45～13：15�

13：40～14：10�

10：05～10：25�

12：55～13：25�

12：50～13：20�

13：45～14：15�

12：45～13：10�

14：30～15：30�

 12：45～13：15�

10：00～10：30�

12：55～13：40�

14：30～15：00�

10：05～10：30�

12：50～13：20�

12：55～13：20�

13：40～14：10�

14：40～16：00�

10：30～11：00�

12：30～13：10�

13：30～13：50�

14：30～15：30�

12：55～13：25�

�

�

�

�

上 内 田 小 �

横 須 賀 小 �

く に や す 苑 �

小笠の郷（小笠老人ホーム）�

大 東 苑 �

大 東 支 所 �

大 坂 小 �

大 渕 小 �

大渕農村環境改善センター「アイク」�

沖之須コミュニティセンター「いこい」�

上 内 田 小 �

土 方 小 �

北 公 民 館 �

中 小

千浜農村環境改善センター�

横 須 賀 小 �

山崎農村環境改善センター�

千 浜 小 �

佐 束 小 �

大 渕 小 �

13：00～13：20�

13：00～13：20�

13：45～14：30�

10：30～11：10�

12：30～13：30�

12：00～12：30�

12：55～13：25�

12：55～13：20�

14：00～14：30�

10：00～10：30�

  13：00～13：20�

12：55～13：25�

14：00～14：30�

13：00～13：25�

9：30～10：00�

13：00～13：20�

13：45～14：30�

13：05～13：30�

12：55～13：20�

12：55～13：20�

�

�

�

�

中 央 小 �

和 田 岡 小 �

原 田 小 �

農 協 原 泉 支 所 �

原 谷 小 �

曽 我 小 �

日 坂 小 �

東 山 バ ス 停 広 場 �

西 郷 小 �

東 山 口 小 �

原 田 小 �

葛 ヶ 丘 会 館 �

第 二 小 �

城 北 小 �

中 央 小 �

日 坂 小 �

原 谷 小 �

本 郷 西 区 公 会 堂 �

倉 真 小 �

秋 葉 路 公 会 堂 �

市役所北側駐車場�

農 協 桜 木 支 所 �

桜 木 小 �
西 山 口 小 �

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週水・木曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、5月29日（金・月末整理日）�

�
�
�

中央図書館（    24-5921・FAX 23-6183）�

■えほんのへや（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　5月1日・8日（金）午前10時30分～11時�
■おはなしじゅうたん（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　5月9日・23日（土）午後3時～3時30分�
■え（ほ）んむすび（季節にあった絵本や新しく入った絵本の紹介）�
と　き　5月15日（金）午前10時30分～11時�
★古文書講座受講者を募集します（全10回）�
　（掛川の歴史を学び地域の古文書を読む）�
と　き　5月13日（水）（第1回）午後1時30分～3時�
★時代小説入門講座受講者を募集します（全3回）�
　（池波正太郎作品の魅力を探る）�
と　き　5月16日（土）（第1回）午後1時30分～3時�
★文学鑑賞講座受講者を募集します（全6回）�
　（異説に描かれた徳川家康を読み解く）�
と　き　5月21日（木）（第1回）午後1時30分～3時�

★は各館へ申し込み、■は直接会場へ、　　は育児相談有り�
�

〈こどもの読書週間〉�
4月23日（木）～5月12日（火）�
※詳しくは、22ページをご覧ください。�

『これが正解！ひとり暮らしスタートブック』�
主婦の友社�

新年度になり、新しい生活を始めた方も
多いのでは？家の探し方から、掃除・洗濯・
料理の基本、節約術まで、さまざまな疑問
に答えてくれる実用書です。�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週木曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、5月3日（日・祝）、6日（水・振）、29日（金・月末整理日）�
�
�

大東図書館（    72-1143・FAX 72-1144）�
�

■おはなしたまご（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　5月1日・8日（金）午前10時30分～10時45分�
■おはなしたまてばこ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　5月2日・16日（土）午前10時30分～11時10分�
■郷土ゆかりの部屋  展示替え�

　遠州国学コーナー「依平と美穂」二人を中心として！�
期　間　4月25日（土）～7月19日（日）�
5月24日（日）午前10時から職員による展示資料の説明を行います｡�

より�ひら� よし�ほ�

「おおぞら号」�「おおぞら号」�
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二の丸美術館（　62-2061）� 吉岡彌生記念館（　74-5566）�
や　よい�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

タイピングの基礎とインターネット検索の方法を

学びます。パソコンは用意します。�

　4/10（金）までに電話で申し込み（申込多数のと

きは抽選）�

「森林づくり県民税」を財源に進めている「森の力

再生事業」の成果と荒廃森林の再生について意見

交換をしましょう。�

　4/21（火）までに電話で申し込み（申込順）�

①色鉛筆でお茶ラベルのぬり絵をします。�

②消しゴムはんこを彫ってしおりをつくろう。�

①②ともに別途観覧料が必要になります。�

　直接会場へ�

一般公開している個人宅の庭をバスで巡ります。�

　4/6（月）～20（月）必着でハガキ（参加者全員（3

人まで）の氏名（代表者に○）、住所、電話番号を明記）

で申し込み（申込多数のときは抽選）�

栄養士などが講師となって、講義と調理実習を行

います。�

　5/8（金）までに電話で申し込み�

（申込順）�

講師は榑林朋香さん。童謡からポピュラーな曲ま

で楽しく練習します。まずは見学からどうぞ！�

　電話で申し込み�

看護学科2年生が、ナイチンゲール像から｢看護の灯｣

をいただき、目指す看護師像を宣誓します。�

　4/6（月）～27（月）に電話、FAXまたはホームペー

ジ（http：//www4.tokai.or.jp/axis-ns/）で申し込

み（申込多数のときは抽選） 

聴覚障がい者の置かれている状況や生活を理解し、

手話の基礎知識や日常会話に必要な技術や表現方

法などの基本技術を習得するための講座。�

　4/13（月）までに電話、FAXまたはEメールで申

し込み（申込順）�

入館料／ 小中学生無料、一般200円�
 ※子育て優待カードで入館料2割引き�
 ※キッズアートプロジェクトしずおかミュージアムパスポート利用可�
休館日／ 毎週月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※特別展開催時は別料金 �
 ※子育て優待カードで入館料割引き�
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

ローマ字入力と�

マウス操作が�

できる方8人�

参加無料�

�
高校生以上で�

市内在住･在勤･�

在学の方20人�

3,240円�

（テキスト代）�

�

市民100人�

参加無料�

①どなたでも�

　100円�

②小学生以上�

　200円�

市内在住･在学の�

中学生以上の方�

30人（小学生以下�

の同伴不可）�

�

市内在住・在勤�

の方25人�

参加無料�

�

市内在住で食育�

や健康づくりに�

興味のある方�

30人�

2,000円（9回分）�

�

市内在住の�

60歳以上の方�

実費�

�

4/15（水）9：30～11：30�

市役所4階会議室2

4/17～H28.2/26の�

毎週金曜日�

19：30～21：00�

市役所4階会議室1-C

4/22（水）19：00～20：30�

市役所4階会議室1

①4/29（水･祝） 13：30～15：30�

②5/2（土） 13：30～15：30�

二の丸美術館（掛川）�

5/10（日）10：00～11：15�

（9：20学生ホール入口受付）�

東海アクシス看護専門�

学校体育館（袋井市）�

5/20、6/24、7/22、8/26、�

9/30、10/21､11/25､�

12/16、H28.1/20の水曜日 �

9：30～12：00�

徳育保健センター（御所原）�

�

5/15（金）9：00～16：00�

たまり～な（満水）集合�

毎月第1･3水曜日�

9：30～10：30�

山王荘（大坂）�

やさしいパソコン講座�
　　 IT政策課�

（　21-1341）�

�

手話奉仕員養成講座�
入門・基礎課程（全45回）�
　　福祉課�

（　 21-1139･FAX21-2100）�

fukusi@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

①お茶ラベルのぬり絵�
②消しゴムはんこでしおり�
　二の丸美術館�

（　62-2061）�

東海アクシス看護専門学校�
「宣誓式」�
　　東海アクシス看護専門学校�

（　0538-43-8111・�

FAX0538-43-8122）�

�

中遠オープンガーデン見学会�
　　地域支援課（　 21-1150）�

〒436-8650長谷1-1-1 �

�

健康づくり食生活推進員�
養成講座「食育セミナー」�
　　保健予防課�

（　23-8111 ）�

�

山王荘趣味クラブ�
大東オカリナクラブつばさ�
　　山王荘（　72-5370）�

�

未来への森づくり�
タウンミーティング�
　　中遠農林事務所�

（　0538-37-2301）�

�

●東部ふくしあ（　61-2900）�

　5/20（水）9：30～11：30�

●inたまり～な�

　5/13（水）10：00～11：40�

●西部ふくしあ（　29-5977）�

　5/12（火）9：30～11：30�

●inかけがわ西の市�

　5/19（火）9：30～11：30�

●南部大東ふくしあ（　72-1116）�

　5/13（水）9：30～11：30�

●南部大須賀ふくしあ（　 48-1007）�

　5/7（木）9：30～11：30�

●inシートピア�

　5/27（水）14：00～15：30

ふくしあ健康相談�

今
月
の
け
っ
ト
ラ
市 

実

行

委

員

会
（

24-

1

1

6

2

）
�

 

4

／

18�

（土）

9

時

〜

正

午

�

桜まつり�
inならここの里�
　（株）森の都ならここ�

（　25-2055）�

�

どなたでも�

入場無料�

4/12（日）10：00～14：00�

ならここの里（居尻）�

フリーマーケット、ならここ汁無料サービス、ちびっ

こ工作教室、もち投げなど。�

同時開催イベント�

・4/11（土）コテージ宿泊1棟に付き入湯券3枚プレゼント�

・4/12（日）～30（木）入湯券50枚セット販売、入

　湯者に入湯補助券プレゼント�

●【常設展】�

　吉岡彌生と書～書にこめた心�
�

常に誠実に接する姿勢を表す「至誠」

の二文字は、彌生が患者に接するときの

心構えを意味し、この言葉が使われた書

はよく見られます。彌生が遺したさまざ

まの書とともに、その生涯をご覧ください。�

のこ�

●4/18（土）～5/31（日）�

　鈴木コレクション　近代日本画展�
�

　昭和54年、市内の実業家鈴木始一さん

が、市が進める生涯学習運動に賛同し、

愛蔵の日本画コレクションを寄付して

くださいました。今回の展覧会では、コ

レクションの中から約40点を展示します。

明治・大正・昭和・平成の各時代に活躍し

た画家の作品をご覧ください。�

し�いち�

20



大東ふるさと太鼓の会会員から、太鼓のたたき方

を基礎から学びます。�

※バチをお持ちの方は、バチ代不要。�

　4/24（金）までに電話で申し込み（申込順）�

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

小学3～6年生�

20人�

4,000円/年�

（保険、バチ代）�

6月～翌年5月の土曜日�

または日曜日※月2回程度�

9：30～11：00�

大東総合運動場管理棟（国安）�

�

基礎的な空手の体験です。�

　直接会場へ�

当会代表を務めた鈴木洋子さんの1周忌に

あたり、女性の生き方を描いた「小説 日本

婦道記」を朗読します。�

　直接会場へ�

テキストは野村佳子著「年刊誌生涯教育ⅩⅡ」。
※幼児には幼児教育部があります。�

　直接会場へ�

本講座（要活動費）開始のための無料体験会。

親子のふれあい仲間での子育てスタート

を応援します。�

　電話で申し込み（申込順）�

収益金は福祉団体へ寄附します。�

　直接会場へ�

（9：30～山門前で整理券配布）�

赤ちゃんとスキンシップを図りながら、い

ろいろな音楽を体全体で感じよう!�

　電話で申し込み�

江戸時代の朝鮮通信使と同様に、韓国の方

と旧東海道を歩きましょう（約31㎞）�

　直接会場へ�

①そばを打って持ち帰る体験教室�

②種まきから収穫祭までの9講座（実費必要）

を説明�

　開催日の1週間前までに電話で申し込み

（申込順）�

会場は①佐束小②あいり～な、第一小③上

内田小。1か月無料体験ができます。�

　直接会場へ�

ろうあ者と健聴者の交流、手話の学習など

を行います。�

　電話で申し込み�

フラメンコの曲に合わせて体を動かします。

親子で楽しめます。見学自由。�

　電話またはブログ（http：//carabaza.�

hamazo.tv/）で申し込み�

聴覚障がい者に、その場の話を文字で伝え

る意思疎通支援者を養成します。�

　4/15（水）までにFAX（住所、氏名、電話

番号を明記）で申し込み（申込多数のとき

は選考）�

プレー代13,150円（セルフプレー10,450

円）（飲食代は別途）。�

　4/19（日）までに電話で申し込み（空き

状況により前日まで受付）�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

小学1年生以上�

参加無料�

どなたでも�

参加無料�

どなたでも�

500円/回�

①生後2～6か月の�

　親子5組�

②生後7～12か月の�

　親子3組�

�

市内在住・在勤の�

アマチュアゴルファー�

（同伴者可）�

2,160円（プレー別途）�

�

どなたでも�

入場無料�

修了後、地域で�

活動できる方�

各コース10人�

3,400円�

（テキスト代）�

�

どなたでも�

500円�

①各日成人10人�

　各日1,000円�

②成人�

どなたでも�

一家族1,000円/月�

（スポーツ保険別途）�

�
手話に興味の�

ある方（初心者�

大歓迎）�

2,000円／年�

�

どなたでも�

（子ども同伴可）�

会費（※変動あり）�

�

1歳未満の�

赤ちゃんと保護者�

4,200円（6回分）�

�

4月の毎週土曜日�

17：00～18：30�

中央小体育館（中央）�

4/25（土）、5/26（火）�

10：00～15：00�

生涯学習センター（御所原）�

4/29（水･祝）�

静岡よみうりカントリークラブ�

（家代）�

�

5/1（金）10：00～�

（雨天決行）�

永江院（和光）�

5～7月の第2･4水曜日�

9：45～10：30�

生涯学習センター（御所原）�

5/13（水）～12/13（日）の�

水･日曜日（全23回）�

県総合社会福祉会館�

（静岡市葵区）�

5/14（木）7：45～�

掛川駅北口サンクン広場集合�

①5/30、7/25の土曜日�

　各13：15～16：15�

　生涯学習センター（御所原）�

②8/23（日）10：00～12：00�

　大東市民交流センター（三俣）�

①毎週火曜日19：00～20：30�

②毎週木曜日19：00～20：30�

③毎週土曜日18：30～20：30�

�
①火曜日10：00～、木曜日19：30～�

　生涯学習センター（御所原）�

②木曜日19：30～�

　大東支所、大須賀支所�

�

火曜日（月3回）�

10：30～11：30�

メロープラザ（袋井市）�

4/11（土）14：00～15：30�

真昌寺（水垂）�

空手体験教室�
　鈴木（　090-5613-6831）�

suzn6831@rx.tnc.ne.jp

野村生涯教育読書会�
　（公財）野村生涯教育センター�

（　054-257-9111）�

�

わらべうたベビーマッサージ�
＆子育て座談会�
　　家庭教育講座企画「POPO」石川�

（　090-4196-4022）�

�

掛川ゴルフ連盟主催�
春季市民ゴルフ大会�
　　大会事務局（　26-2111）�

�

0歳児のための音楽教室�
「マンマ･ミュウ･サローネ」�
　　大庭（　090-4853-1388）�

�平成27年度要約筆記者養成講座�
①手書きコース②パソコンコース�
　　県聴覚障害者情報センター�

（　054-221-1257･�

FAX054-221-1258）�

�

�

掛川歩こう会「21世紀の�
朝鮮通信日韓友情ウォーク」�
　室井（　21-6430）�

�

①そば打ち体験教室�
②ソバ栽培体験教室説明会�
　　國枝（　72-2666）�

�

掛川手話サークル会員募集�
　　社会福祉協議会�

（　22-1294）�

�

ママフラメンコサークル�
「カラバーサ」�
　　江塚（　 090-2944-2186）�

�

空手教室�
　恒心塾･杉田�

（　090-8959-2019）�

�

毎年恒例�
マヤの会チャリティーバザー�
　摩耶の会･殊勝寺（　 22-6955）�

�

①4/27、5/11（月）�

　oteteハウス（西山）�

②4/28（火）、5/13（水）�

　自宅（家代） �

各日10：30～12：30

お�て�て�

「掛川いきいき食の会」�
会員募集�
　　近藤（　080-1568-5046）�

�

随時（料理教室、勉強会、�

視察研修、啓発活動など）�

�

市民�

1,000円/年�

安心安全、地産地消で健全ないきいきとし

た食生活を楽しく学びます。�

　電話で申し込み�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

ふるさと太鼓教室�

｢大東なだっ鼓｣�
　　生涯学習振興公社�

（　24-7777）�

こ�

朗読会堤腰和余「ひとり語り」�

～洋子さんを偲んで～�
　夢蒔人の会・山本�

（　090-1863-7470）�

�

つつみ�こし�かず�よ�

しの�
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児童扶養手当のお知らせ
こども希望課（ 21-1144）

子どもがいるひとり親家庭などに支

給されます｡また、4月から手当月額が

変わります（下記参照）。改訂後の額は、

現況届審査後、新証書に記載します。

対象　次のいずれかにあてはまる18

歳まで（心身におおむね中程度以上

の障がいがある場合は20歳まで）

の「児童」を監護している父母､また

は父母に代わって児童を養育して

いる方（養育者）｡

①父母が離婚した児童②父（母）が

死亡した児童③父（母）が重度の障

がいの状態にある児童④父（母）の

生死が明らかでない児童⑤父（母）

に1年以上遺棄されている児童⑥父

（母）が裁判所から保護命令を受け

た児童⑦父（母）が引き続き1年以上

拘禁されている児童⑧母が婚姻に

よらないで懐胎（妊娠）した児童

手当額　第1子（所得により変動）

　

第2子は5,000円、第3子以降は

3,000円の加算

※所得などにより支給できない場合

があります｡

対象　次の①～③の条件を全て満た

す後期高齢者医療保険の被保険者

①市内在住の方②保険料を完納し

ている方③市が行う健康診査を受

診していない（しない）方

助成額　1万円（年度内1回に限る）

対象医療機関

　中東遠総合医療センター（ 28-8028）

受診期間　4月～平成28年3月

申込期間　10月末まで

申込方法　受診予約後､国保年金課へ電

話で申し込み

※受診費用は､ドック予約時に医療機

関へご確認ください｡

※受診費用から助成額を引いた金額

を医療機関窓口でお支払いくださ

い（脳・動脈硬化ドック､脳ドックの

みの受診は助成対象外）｡

後期高齢者の人間ドック
費用の一部を助成します
国保年金課（ 21-1143）

水道メーターは､計量法により有効

期限（8年）が定められています｡下記の

とおり期限を迎える水道メーターの交

換を行いますのでご協力ください｡

実施期間　5月1日～平成28年2月2日

実施者　市指定給水装置工事事業者

※「水道メーター取替工事について

（お願い）」を持って､もしくは事前

配布のうえ伺います｡市発行の「掛

川市水道メーター交換契約事業者

証」を携帯していますのでご確認く

ださい｡

費用　原則無料（費用がかかる場合

は､事前に説明し承諾を得た上で交

換します）

※水道メーターの上には物を置かな

いようお願いします｡

水道メーターの交換に
ご協力ください

水道総務課（ 27-0711）

市内の小規模事業者の育成および

地域経済の振興を図ることを目的と

した制度です｡

対象修繕　見積金額50万円未満で､内

容が軽易なもの

申請要件　市内に本店を有する事業

者または住所を有する方で､市建設

工事などの入札参加資格者名簿に

登録されていない方（詳しくは､要

領をご確認ください）

提出書類　小規模修繕事業者登録申

請書ほか（要領および申請書は､市

ホームページ「事業者の皆様」から

ダウンロード､または管財課へ直接

請求）

申請方法　4月1日（水）から管財課契

約係で随時受け付け

※有効期間は平成29年3月31日まで

平成27・28年度
小規模修繕登録制度への申請

管財課（ 21-1132）

●
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4月23日（木）～5月12日（火）こどもの読書週間

オープニングイベント「三浦康子さんのおはなし会」

とき　4月18日（土） 中央図書館 午前11時̃

大東図書館 午後1時30分̃

大須賀図書館 午後3時̃

 イベント と　き�

パネルシアターポラリス「パネルシアター」 4/19（日）15:00～15:30�

よみきかせ会ひまわり「よみきかせスペシャル」 4/22（水）15:00～16:00�

おはなしのたね掛川「おはなし会」 4/29（水・祝）10:30～11:30�

袋井特別支援学校児童生徒作品展 4/15（水）～26（日）�

二宮金次郎展 5/  2（土）～24（日）�

�

�

■中央図書館（　24-5921）�

 イベント と　き�

水谷房江さんのおはなし会 4/25（土）10:30～11:15�

おはなしのたね掛川「おはなし会」 5/  9（土）10:30～11:30�

おにのパンツ「おはなし会」 5/17（日）10:30～11:00�

松井久悦さん絵画展 4/23（木）～5/24（日）�

�

■大東図書館（　72-1143）�

 イベント と　き�

こすもすの会「おはなし会」 4/25（土）14:00～14:30�

ひかるくんのアッとおどろく手品教室（※） 4/26（日）10:00～11:00�

わかくさ「おはなし会」 5/  9（土）11:15～11:45�

親子お茶のいれ方講習会（※） 5/10（日）10:00～11:30

■大須賀図書館（　48-5269）　（※）は来館または電話で申し込み（申込順）　�

ひさ�よし�

 H27.3月まで H27.4月から�

 9,680～41,020円 9,910～42,000円�
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農振農用地指定の
除外申請受付
農林課（ 21-1147）

農振農用地区域に指定されている

土地に､住宅などを建築する場合に

は､農用地区域からの除外が必要にな

ります｡

除外申請は､一定の要件を満たすも

のでなければ受け付けられません。ま

た､他法令との調整が可能なものに限

られます｡申請する場合は必ず事前に

ご相談ください｡

申請期間　5月1日（金）～20日（水）

4月1日～5月31日
春の農作業安全運動

安全は知識と意識と心がけ
農林課（ 21-1147）

春の農繁期は､トラクターなどの農

業機械を使う機会が多くなり､毎年農

作業事故が多発します｡この原因の多

くが､作業者の不注意や操作ミスによ

るものです｡十分注意し､事故を未然に

防ぎましょう｡

都市計画審議会の
傍聴ができます

都市政策課（ 21-1151）

とき　4月14日（火）午後3時～

ところ　市役所5階全員協議会室

議案審議　第1号議案「掛川市緑の基

本計画」の策定について

定員　10人（申込多数のときは抽選）

受付方法　開始10分前までに会場で

受け付け

※傍聴は､当日受け付けのみとなりま

す｡

献血（市役所）の
受付時間を変更します
福祉課（ 21-1140）

毎月第3火曜日に市役所で行われて

いる献血の受付時間を4月から変更し

ます｡

変更前 午前9時30分～11時50分

午後1時～4時

変更後 午前9時30分～午後1時20分

スポーツ・文化・ボランティア・地域

活動などを行う5人以上のグループで

あれば､どなたでも加入できる保険で

す｡掛金や補償内容など、詳しくはお

問い合わせください｡

保険期間　4月1日～翌年3月31日

スポーツ安全保険に
加入しましょう!

（公財）スポーツ安全協会
静岡県支部（ 054-262-3039）
社会教育課（ 21-1159）

エイズを引き起こす「HIV」という

ウイルスへの感染を調べる血液検査

を実施しています｡

希望者は､梅毒検査・B型肝炎検査・

C型肝炎検査・性器クラミジア検査も

受けることができます｡検査は匿名（C

型肝炎検査・性器クラミジア検査は結

果を郵送するため､氏名・住所の記載

が必要）で無料です｡

とき　毎月第2､4木曜日（月により変

更あり｡実施時間は日によって異な

ります）

ところ　県中遠総合庁舎西館（磐田市）

申込方法　電話で申し込み

エイズ・肝炎
無料検査のお知らせ
西部健康福祉センター

地域医療課（ 0538ｰ37ｰ2253）

住まいに関するさまざまな相談､リ

フォームの図面・見積書のチェックな

ど｡お気軽にお電話ください｡

受付　平日午前10時～午後5時

住まいに関するご相談は
「住まいダイヤル」へ
（公財）住宅リフォーム・紛争支援
センター（ 0570-016-100）

電柱の上にカラスの巣を
見つけたらご連絡を!
中部電力（株）掛川営業所
（ 0120-985-240）

カラスの巣の中には､針金など停電

の原因になる金属も入っています｡発

見したときにはお早めにご連絡くだ

さい｡

募集団地：和田（2戸）､吉岡（2戸）､

　大池第3（1戸）､大池第4（1戸）､

　大池第6（1戸）､宮脇（1戸）､千浜

　西（10戸）､三俣（2戸）､沢上（1戸）､

　暦（1戸）､原谷（7戸）､十九首（2戸）､

仁藤（2戸）

入居可能日　7月1日（水）

入居資格　所得・家族構成などの条件

がありますので､お問い合わせくだ

さい｡

申込期間　4月15日（水）～30日（木）

入居決定　申込多数のときは選考ま

たは抽選（5月14日（木）午後6時～

（予定））となります｡

※申し込みがないときは引き続き

　随時受け付けます｡

市営住宅入居者募集
維持管理課（ 21-1154）

「掛川花の会」会員募集
地域支援課（ 21-1150）

掛川花の会では､花が大好きな方や

ガーデニングに興味や関心のある仲

間を募集します｡

対象　一般男女

活動内容　花づくり学習会､花の種子や

苗のあっせん､花や緑を楽しむ研修視

察､菊花展などイベントへの参加

※各支部により内容は異なります

会費　掛川支部　　年間1,000円

　　　大東支部　　　年間500円

　　　大須賀支部　　年間500円

「掛川市犬のおまわりさん」
会員募集
掛川地区防犯協会

（掛川警察署内・ 21-3007）
危機管理課（ 21ｰ1131）

犬の散歩を通じて子どもや地域の

安全を見守っていただける方を募集

しています｡

申込資格　犬（畜犬登録済み）を飼っ

ている市民

申込窓口　掛川地区防犯協会または

危機管理課（持ち物  認め印）

申込期間　随時受け付け

※会員の方には､会員証､パトロール

用ベストや反射腕章などをお渡し

します（会費無料）｡

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「二の丸美術館友の会」会員募集
二の丸美術館（ 62-2061）

「広報かけがわ」紙面に民間広告を

掲載していただける方（広告主）を募

集します｡

発行部数　40,550部（3月現在）

発行日　毎月1日

広告規格　 A4フルカラー

掲載料　172,800円（消費税8%を含む）

募集月　5月号～平成28年4月号

応募資格　①市内に本社､支店､営業

所､店舗などを有する企業､事業者

など､またはそれらの連合体②国､

地方公共団体､独立行政法人､公社､

公益法人およびこれに類するもの

③その他､市長が適当と認めるもの

応募方法　「広報紙広告掲載申込書

（市ホームページからダウンロー

ド）」を､企画調整課広報広聴係まで

提出して応募（申込順）

※審査のうえ､掲載の可否を決定｡詳しく

は､市ホームページ-「事業主の皆様」-

「広告掲載事業」をご覧ください｡

「広報かけがわ」に掲載する
民間広告を募集します
企画調整課（ 21-1128）

掛川市産業立地奨励事業費
補助金申請を受け付けます

商工観光課（ 21-1149）

市は､平成26年に設備投資（平成27

年度固定資産税新規課税分）を行った

企業を対象に､補助金の交付申請の受

け付けを行います｡

内容　固定資産税､都市計画税相当額

を最大で3年間補助（納税後､年度内

に奨励補助金を支払います）

対象業種　製造業､物流業など

交付条件　設備投資に伴い市内在住

の新規雇用者1人以上増員している

こと､設備投資した設備が操業して

いること､設備投資額3億円以上（中

小企業は5千万円以上）であること

など

申請期間　6～8月末日（必ず事前協議

を行ってください）

※詳しくは市ホームページ「事業者の

皆様」-「産業」-「企業支援情報」-「産

業立地奨励事業費補助金」をご覧く

ださい｡

美術を通じて教養を豊かにし､会員相互の親睦を深めるとともに､美術館の活

動を援助することで芸術文化の普及と向上を図る会です｡

会員特典　当館の展覧会無料､展観会の案内（招待状付）､友の会主催事業（美術館

見学や講座など）参加､静岡県立美術館など提携美術館や博物館の展覧会が団

体料金で鑑賞できます。

年会費　①4～9月入会　3,000円　②10～H28.3月入会　2,000円

申込方法　窓口にある申込書に必要事項を記入し､会費を添えて申し込み（申込

書の郵送を希望する方はご連絡ください）

■募集内容（職種､採用人数､受験資格）

①平成27年度採用（採用時期については応相談）

　事務職員（経験者採用）､若干名､昭和45年4月2日以降に生まれた方で次の業務

経験が応募時点で5年以上ある方

　・病院での勤務経験（医事のほか、物品、医療機器の管理、経理などの病院管理）

　・医療機器メーカーや製薬会社などで病院関連の業務経験

　・民間企業などにおいて労務関係の業務経験

②平成28年4月1日採用

　ア 薬剤師､若干名､昭和50年4月2日以降に生まれた方で有資格者

　イ 診療放射線技師､1人程度､平成元年4月2日以降に生まれた方で有資格者

　ウ 臨床検査技師､1人程度､昭和55年4月2日以降に生まれた方で有資格者

　エ 理学療法士､1人程度､平成2年4月2日以降に生まれた方で有資格者

　オ 臨床工学技士､1人程度､平成2年4月2日以降に生まれた方で有資格者

　カ 助産師・看護師､40人程度､昭和45年4月2日以降に生まれた方で有資格者

　キ 事務職員､若干名､平成2年4月2日以降に生まれた方で高等学校卒業

　　 以上の学歴を有する方

※平成27年度中に資格取得見込み､卒業見込みの方含む

※地方公務員法第16条の欠格条項に該当する方は受験できません｡

■試験日程・内容

①・第1次試験　【書類選考　テーマに基づくレポート】提出期限5月15日（金）

　・第2次試験　8月1日（土）【テーマに基づくプレゼンテーション】

②ア̃オ　6月6日（土）【作文試験､適性検査､面接試験】

　　　　　　※それぞれ応募者多数のときは第2次試験

　　カ　6月20日（土）【作文試験､適性検査､面接試験】

　　キ　第1次試験　6月6日（土）【筆記試験､適性検査】

　　　　第2次試験　8月1日（土）【面接試験】

　　　※応募者多数のときは書類選考

■試験会場　中東遠総合医療センター（菖蒲ヶ池）（予定）

■受付期間　①､②ア̃オ､キ　5月15日（金）までの平日（午前8時30分～午後5時）

　　　　　　②カ　6月1日（月）までの平日（午前8時30分～午後5時）

■応募方法　申込用紙および必要書類を添えて､窓口（管理課総務係）へ直接提出

または郵送（〒436ｰ8555菖蒲ヶ池1ｰ1､必着）で応募

■申込書の請求　窓口（管理課総務係）で直接受け取り､または中東遠総合医療セ

ンターホームページ（http://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/）からダウン

ロード｡郵送希望の場合は､電話またはFAXで希望職種､郵便番号､住所､氏名､

電話番号をお知らせください｡

掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター職員募集

中東遠総合医療センター管理課（ 21-5555（代）・FAX28-8971）
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平成27年3月18日現在の申出額�

 区分 件数 金額（円）�

 個人 190 4,940,000�

 法人 209 107,263,028�

 団体 92 7,019,076�

 合計 491 119,222,104

地震・津波対策寄附金�
多くのご支援�

ありがとうございます�
企画調整課（　21-1127）�

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元コー
ドもしくは市ホームページ下部
の「注目ページ」からご覧いた
だけます。�

　みなさまのご協力により、1年5か月
で1億円を突破しました。�
　平成29年度末までに3億円を目指し
ていますので、今後も引き続きよろしく
お願いします。�

広報かけがわH27.4

掛川市音楽芸術振興事業費
補助金をご利用ください
文化振興室（ 21-1126）

市では､音楽活動団体が実施する活

動を支援する「掛川市音楽芸術振興事

業費補助金」の交付申請の募集を行っ

ています｡

◆補助対象事業　演奏会や音楽に親

しむ講座､担い手を育成するための

講座などの開催､まちづくりに貢献

するための行事への出演などで､4

月1日から平成28年3月31日まで

に実施する事業｡

◆補助対象経費　使用料および賃借

料､会場設営費､通信運搬費､印刷

費､出演料（当該団体構成員への謝

金は除きます）など｡

◆補助額　補助対象経費の2分の1以

内（上限40万円）｡ただし､申請状況

により一定割合を減ずる場合があ

ります｡

◆申請期間　随時

市ホームページ（「市民の皆様」-「学

びと文化」-「文化芸術活動」-「掛川市

音楽芸術振興事業費補助金制度」）

から申請書類をダウンロードでき

ます｡

※詳しくはお問い合わせください｡

国家公務員募集
人事院中部事務局

（ 052-961-6838）

職種　労働基準監督官A（法文系）労働

基準監督官B（理工系）

受験資格　①昭和60年4月2日̃平成

6年4月1日生まれの方②平成6年4

月2日以降生まれの方で､大学を卒

業した方（平成27年度中に卒業見

込みの方含む）

試験日　第1次試験　6月7日（日）

第2次試験　7月15日（水）̃17日（金）

応募方法　4月1日（水）午前9時̃13日

（月）の間にホームページ（http://

www . j i n j i - s h i ken .go . j p /

juken.html）から応募

労働基準監督官（大卒程度）募集
静岡労働局総務部総務課人事係

（ 054ｰ254-6326）

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）�
�

宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）�

北　部（掛川区域）� 南　部（大東・大須賀区域）�
（有）松井管工 （ 23-0581）�
（株）マツイ健設 （ 23-8691）�
協和水道（株） （ 26-1331）�
（株）巧栄水道 （ 24-7661）�
（株）掛川水道設備 （ 24-8055）�
松田配管工業（株） （ 26-3261）�
（株）浅岡工業 （ 24-2611）�
（有）諸星配管 （ 22-2975）�
（株）トダックス （ 26-2161）�
（有）松井管工 （ 23-0581）�
（株）マツイ健設 （ 23-8691）�
協和水道（株） （ 26-1331）�
（株）巧栄水道 （ 24-7661）�

（有）浅岡管興 （ 48-4221）�
（有）エイケイ赤堀工事 （ 74-3340）�
（有）大城配管 （ 72-4685）�
（有）大澄設備 （ 48-4476）�
（有）河村設備工業 （ 74-3920）�
（有）北端工務店 （ 74-2445）�
（有）三久配管 （ 72-5030）�
シンワ設備（株） （ 24-3322）�
（有）静管興業 （ 72-4705）�
（有）土屋設備 （ 48-2093）�
綱取管興 （ 48-2004）�
（有）林配管 （ 72-5515）�
（有）豊設備 （ 72-5630）�

�

5/ 2 （土）�
 3 （日・祝）�
 4 （月・祝）�
 5 （火・祝）�
 6 （水・振）�
 9 （土）�
 10 （日）�
 16 （土）�
 17 （日）�
 23 （土）�
 24 （日）�
 30 （土）�
 31 （日）�

5/ 2 （土）�
 3 （日・祝）�
 4 （月・祝）�
 5 （火・祝）�
 6 （水・振）�
 9 （土）�
 10 （日）�
 16 （土）�
 17 （日）�
 23 （土）�
 24 （日）�
 30 （土）�
 31 （日）�

�

�

平成27年度に次の採用試験を行います。

■総合職試験（院卒者・大卒程度試験）

受付期間　4月1日（水）～4月8日（水）

第1次試験日　5月24日（日）

■一般職試験（大卒程度試験）

受付期間　4月9日（木）～4月20日（月）

第1次試験日　6月14日（日）

■一般職試験（高卒程度試験）

受験案内などの公開日　5月11日（月）

受付期間　6月22日（月）～7月1日（水）

第1次試験日　9月6日（日）

※受験案内などは、人事院ホームページ

（http://www.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm）からダウンロードできます。

　受験申し込みはインターネットで

おこなってください。詳しくは、お

問い合わせください。

職種　国税専門官

受験資格　①昭和60年4月2日̃平成

6年4月1日生まれの方②平成6年4

月2日以降生まれの方で､大学を卒

業した方（平成27年度中に卒業見

込みの方含む）､および人事院が同

等の資格があると認める方

試験日　第1次試験　6月7日（日）

　第2次試験　7月14日（火）̃ 22日

（水）のうち､いずれか指定する日

※詳しくは､国税庁ホームページの

名古屋国税局コーナー（http:/ /

www.nta.go.jp/nagoya）をご覧

ください｡

税務職員（大卒程度）募集
名古屋国税局人事第二課試験
（ 052-951-3511）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



教室名�
�

と　き� 定員�内　容�
�

大
東
北
公
民
館�

千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

�

（新）初心者デジタル�
一眼レフカメラ教室�
�

（新）手作りアクセサリー�
に挑戦�
�
（新）今から始める�
男の料理教室�

からだシャキっと�
健康体操�

古典講座�
「万葉に親しむ」�

英会話講座�
“はじめの一歩”�

（新）�
初心者絵手紙教室�

（新）�
染めを楽しむ教室�

日本茶をもっと楽しむ�

初心者男の料理教室�

四季のお花教室�

実用書道�

水彩画を楽しむ�

ワイヤークラフト�
�

太極拳�

スポーツ吹矢�

そば打ち教室�

（新）点心とデザート�
～中国茶とともに～�

（新）ヨガ教室�

6/17・24､7/8・15の水曜日（午後）�
全4回�
�
6～11月の第2木曜日（夜間）�
全6回　※8月は第1木曜日�

6～11月の第4木曜日（午前）�
全5回　※8月休�

6～10月の第2土曜日（午前）�
全5回　※10月は第1土曜日�

6・7・9・10月の第1水曜日（午前）�
全4回�

6～11月の第4金曜日（午前）�
全6回�

6～10月の第3木曜日（午前）�
全5回�

6～9月の第2水曜日（午後）�
全4回�

6～11月の第3水曜日（午前）�
全6回�

6～8月の第1・3土曜日（午前）�
全5回�

6～12月の第1土曜日（午前）�
全5回　※8・10月休�

8～10月　第4火曜日（午後）�
全3回　※9月は第3火曜日�

9/5・19､10/3・17・31の�
土曜日（午前）　全5回�

7～11月の第2水曜日（午前）�
全5回　※8月は第1水曜日�

6～8月の第2土曜日（午前）�
全3回　※8月は第1土曜日�

9～11月の第4土曜日（午後）�
全3回�

7～11月の第4金曜日（午前）�
全5回　※10月は第5金曜日�

5～11月の第3水曜日（午前）�
全7回　※7月は第4水曜日�

5/9､10/3､12/19､H28.1/23�
の土曜日（午後）　全4回�

デジタル一眼レフカメラの特徴や機能を知り、基本的な使
い方とともに上手な写真の撮り方を学びます。�

身体をほぐし、ゆがみを整えることで心身ともにリフレッシュ
します。�

初心者対象の講座です。手作りのアクセサリーを製作しま
しょう。�

料理の基本と栄養バランスを学び、教室を通して男性が
料理をするきっかけづくりをします。�

中華料理のシェフから点心やデザートのレシピを習い、毎
回違う中国茶とともに試食します。�

リンパの流れを良くし、体を整える体操です。�

万葉集をテーマに沿って学び、日本人の美意識や心情を
感じます。�

初心者のための英会話講座です。英語に慣れる＆楽しく学
びましょう。�

そば打ちの基本を繰り返し実習します。�

素直な心や感動をさりげなく伝える絵手紙の基本を学び
ます。�

自然の材料を使い、マーブル染め、柿渋染めや抜染を学び
ます。�

初心者向けの太極拳を体験・習得します。�

絵の具の使い方から静物画や人物画の描き方を学びます。�

ワイヤーを使って写真立てや飾りなどを作ります。�

季節の寄せ植えとフラワーアレンジメント、プリザーブドフ
ラワーを学びます。�

実用的な小筆書道（自身の名前・年賀状の書き方など）を
学びます。�

どなたでも気軽に覚えられる男性向けの初心者料理教室
です。�

15人�
�

15人�
�

12人�
�

16人�
�

16人�
�

15人�

20人�
�

20人�
�

15人�
�

15人�
�

15人�
�

15人�
�

20人�

16人�

15人�

16人�

16人�

16人�

20人�
�

参加料　1,000円、5回未満の講座は200円/回（材料費など実費必要）�
　4/11（土）～26（日）に、所定の書式で直接申し込み（初心者優先、申込順）　※9：00～17：00、月曜休館日�
　大東北公民館（　74-2200）�
�
�

参加料　1,000円、5回未満の講座は200円/回（材料費など実費必要）�
　4/11（土）～26（日）に、所定の書式で直接申し込み（初心者優先、申込順）　※9：00～17：00、月曜休館日�
　千浜農村環境改善センター（　72-5028）�
�

  　通　 年　 講　 座�

一般向け�
�

健康的なレクリエーションとして体験しながら、体の軸を
整えます。�

毎日のお茶をよりおいしく、より楽しくする淹れ方を学び
ます。�

い�

大東北公民館、千浜農村環境改善センター、大須賀中央公民館の3館では、年間を通してさまざまな講座を企
画しています。また、季節の講座なども企画していきます（開催前に広報かけがわでご案内します）。�
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教室名�
�

と　き� 定員�内　容�
�

教室名�
�

と　き� 定員�内　容�
�

市長講話（6月）、消費生活講座、古典講話、社会見学（移
動学習）、ものづくり講座などを予定しています。6月の市
長講話は公開講座です。�

参加料　無料（実費必要）�
　4/11（土）～26（日）に、所定の書式で直接申し込み（申込順）　※9：00～17：00、月曜休館日�
　千浜農村環境改善センター（　72-5028）、大東北公民館（　74-2200）�
�

参加料　1,000円（実費が必要なクラブもあり）�
　4/1（水）から所定の書式で直接申し込み（申込順）　※9：00～17：00、月曜休館日�
　大須賀中央公民館（　48-1012）�

参加料　無料　※「自然から学ぼう」のみ800円�
　4/11（土）～26（日）に、所定の書式で直接申し込み（申込順）　※9：00～17：00、月曜休館日�
　大東北公民館（　74-2200）�

参加料　1,000円、5回未満の講座は200円/回（材料費など実費必要）�
　4/11（土）～26（日）に、所定の書式で直接申し込み（初心者優先、申込順）　※9：00～17：00、月曜休館日�
　千浜農村環境改善センター（　72-5028）�
�

参加料　1,000円（実費が必要なクラブもあり）�
　4/1（水）～26（日）に、所定の書式で直接申し込み（申込順）　※9：00～17：00、月曜休館日�
　大須賀中央公民館（　48-1012）�
�
�
�
�

生　 涯　 学　 習  　
高齢者向け�
�

子ども向け�

大
東
北
公
民
館�

千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

�

（
い
き
い
き
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
）�

大
須
賀
中
央
公
民
館�

�

大
須
賀
中
央
公
民
館
（
お
も
と
学
級
）�

�

大
東
北
公
民
館�

�
千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

�

50人�
※6月は�
100人�
�

シルバーカレッジ�
�

6～11月の第3金曜日（午後）�
全5回 ※6月は第3火曜日、8月休�

健康や生涯学習などの身近な問題や生活を楽しくするた
めの学習です。リンパケア体操・ちぎり絵・視察研修など。�

中央学習� 毎月第1または第2水曜日�
13：30～15：00

月1回体を動かし、元気に暮らしましょう。体操を中心に、
全身呼吸法やウォーキングなども計画しています。�

健康クラブ� 毎月第2火曜日 9：30～11：00

茶道クラブ� 毎月第1・3金曜日 9：30～11：30

誰もが介護を受けないで生き抜くよう、手を動かし、楽し
く話をしましょう。編み物やパンフラワーを作ります。�

手芸クラブ� 毎月第1木曜日 13：30～15：00

月1回お腹の底から声を出して、気分を一新しませんか。
みんなでなつかしい歌を中心に歌います。�

音楽クラブ� 毎月第1火曜日 13：30～15：00

地域の方と触れ合い、自然や行事などを句に詠み
ます。自詠の句を書いた作品作りを楽しみます。�

子ども俳句教室�
�

7～H28.1月の第2日曜日（午前）�
全6回　※10月休�

子ども茶道教室�
5～12月の第3土曜日（午前）�
全8回�

遊びの中で思いっきり体を動かす体育遊び教室です。�あそんで体操教室�
7/29､8/5・19・26の�
水曜日（午前）　全4回�

基本的なルールからていねいに教えます。将棋を通し
て、人を思いやり大切にする心を身に付けよう。�
※幼稚園児は保護者同伴�

将棋クラブ� 毎月第2土曜日 9：30～11：30

仲間とともに曲を作り上げていく楽しさ、楽器を演奏
する楽しさを感じられる活動をしていきます。�

ジュニアブラスバンド�
クラブ�

毎週土曜日 13：00～15：00

三社祭礼ばやしの太鼓、踊りの練習をします。�
保存会のメンバーがていねいに指導します。�

三社ばやしクラブ� 毎月2回土曜日 19：00～�

陶芸・クッキング・体操に親子で挑戦します。�親子でチャレンジ教室�
7/25､9/12､10/17､11/14の�
土曜日（午後）　全4回�

基本は屋外で自然観察。6月はバスで森町へ出かけます。�
草木の名前や季節の移り変わり、残したい自然を学びます。�自然から学ぼう�

6・8・10・12月の第1日曜日（午前）�
全4回　※6月は終日�

初心者向け。季節の絵を気軽に描いて楽しみましょう。�絵手紙クラブ� 毎月第3水曜日 9：30～11：30

定
員
な
し�

�

小学生�
12人�
�

小学生～�
大人20人�

�

小学3～6�
年生12人�

�
年中～�
年長25人�

小学生の�
親子12組�

�

幼稚園～�
中学生�
30人�

小学生�
60人�

小学4～6�
年生30人�

�
�

割り稽古から盆略手前までを一とおり学びます。�
げい�こ�

初心者向け。お抹茶のいただき方や、作法の稽古をします。�
けい�こ�

27
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横高・大須賀中サミット
生徒会が「ネットマナー宣言」

▲無料通信アプリ「Line（ライン）」のマナーなどを議論する生徒ら

横須賀高校で「中高生による規範意識向上サミッ
ト」が開催され、同校と大須賀中の生徒会役員15人が
インターネットマナーについて意見交換しました。

これは、スマートフォンなどの利用マナーについ
て生徒自身が課題設定し、中高生が一緒に考えよう
というもの。事前に両校で行ったアンケート結果を
基に、適切な利用法を検討し合った結果、両校で2点
ずつ「ネットマナー宣言」を決定。今後、両生徒会が中
心となり、利用マナーを呼びかけていきます。

▲左から2連覇の布澤さん、優秀賞の太田さん、松浦さん

かけがわお茶レシピグランプリ表彰式が市役所で
ひ より

開催され、最優秀賞の布澤陽和さん（初馬）ら受賞者
に松井市長から賞状と記念品が贈られました。布澤
さんは、小学6年生ながら2年連続の最優秀賞です。

今回のグランプリは、若い世代にもお茶に親しん
でもらいたいと、緑茶を使ったスイーツに限定。入賞
作品は、市ホームページで紹介しています。

【優秀賞】太田修さん（家代の里）、松浦一恵さん
みち こ

　　　　（篠場）、原田倫子さん（宮城県仙台市）

2/20
小学生の布澤さんが2連覇！
第2回お茶レシピグランプリ2/27

初の上級編開催
防災リーダー養成講座

▲地域防災計画について意見交換をする参加者ら

災害発生時の自主防災会や広域避難所のリーダー
育成を目的とした「防災リーダー養成講座」、その上
級編が初めて開催されました。既に中級編を修了し
た57人のうち36人が参加し、災害時要援護者の支援
など地域課題を出し合い、防災意識を高めました。

この講座は、地区からの推薦者を中心に、初級編は
発災後の6時間をどう生き延びるか、中級編は発災後
1週間をどう地域で乗り越えるかをテーマに、毎年開
催されています。

▲協議会の規約や将来ビジョンなどを確認する参加者ら

大渕地区まちづくり協議会設立総会が、大渕農村
環境改善センター「アイク」で開催され、3地区目とな
る協議会が立ち上がりました。

同協議会は、平成26年7月から地区内で議論を重
ね、規約や将来ビジョン、実践目標などを検討してき
ました。本格的な運営は4月以降となる予定で、今後、
まちづくり計画を策定していきます。大石克己会長
は、「今日は、誰もが住みたい大渕をつくる第一歩」
と、参加者に呼びかけました。

新しい大渕への第一歩
大渕でまちづくり協議会設立3/7 2/28～3/1
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▲松井市長（左）から花束を受け取る鈴木さん家族

入館者400万人達成！
大東温泉シートピア3/8

市民合唱団とイタリア管弦楽団が融合

被災地復興と鎮魂を願う大合唱
3/14

大東温泉シートピアの入館者数が、開館から16年6か月
で400万人に達しました。

とし かつ

節目の入館者となったのは、御前崎市の鈴木紀捷さんご
家族。節目を祝うくす玉が割られ、花束や地元産のいちご
が贈呈されました。

毎月1回は訪れるという鈴木さんは、娘や孫とともに来
館。「驚きました。この温泉は泉質が良く、にぎわいもあっ
て気に入っています」と喜びを話してくれました。

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

初来日となるイタリアのロッシーニ歌劇場管弦楽団を
迎え、東日本大震災復興支援チャリティーコンサート「バ
チカンより日本へ　祈りのレクイエム日本公演2015」が、
生涯学習センターで開催されました。

本公演の総合プロデューサーを務めたのは、掛川市出
身のテノール歌手でふるさと親善大使の榛葉昌寛さん。
榛葉さんの「東日本大震災で犠牲になられた方々への鎮
魂の祈りコンサートを全国各地で公演するにあたり、ぜ
ひ掛川においても」という強い思いで掛川公演が実現し
ました。

市内を中心に県内各地から集まった市民合唱団157人
が、最高峰のオーケストラとともに約1時間に渡る「レク
イエム」全曲を奏で、被災地へ復興の祈りを届けました。
コンサート終了後、鳴り止まない拍手の中、披露されたの
は掛川公演だけの「ハレルヤ」。榛葉さんの地元伊達方の
法被に衣装替えをした楽団員の登場に、会場は大歓声に
包まれました。

すう

また、楽団とともにフランチェスコ･モンテリーズィ枢
き きょう

機卿とドン・シルヴァーノ・フランコラ神父も来日し、ス
テンドグラス美術館の建設現場や粟ヶ岳など市内見学を
したり、伊達方を訪れたりと、市民との交流を深めまし
た。

①素晴らしいハー
モニーを奏でたレ
クイエムコンサー
ト／②アンコール
に法被を着て登場
した楽団員ら／③
ステンドグラス美
術館の建設現場を
見学する枢機卿と
神父ら



平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」を�
作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。�

KAKEGAWA  WAY 検索�

星之内  進さん（長谷）�
NPO法人おひさまとまちづくり理事長。
教育委員会1階に事務所を借り、仲間9人
と自然エネルギーの普及啓発に取り組む。
平成23年度に会を発足。市と協働し企業
との連携を模索。平成25年度にNPO法人
格を取得後、太陽光発電の設置をサポー
トする「かけがわモデル」を実践中。�

退
職
前
の
10
年
、
環
境
問
題
と
向
き
合
う
仕
事
を

し
て
い
た
経
験
か
ら
、
退
職
後
は
自
然
環
境
に
危
機

感
を
持
つ
仲
間
と
、
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
」
と
な
り
ま
し
た
。
�

10
年
先
、
20
年
先
の
主
役
は
今
の
子
ど
も
た
ち
。

環
境
問
題
は
時
す
で
に
遅
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
「
今
、
自
分
に
出
来
る
こ

と
を
や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

無
理
は
せ
ず
、
楽
し
む
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

本
人
た
ち
が
楽
し
く
な
け
れ
ば
続
き
ま
せ
ん
か
ら
。
�

そ
の
活
動
の
一
つ
が
、
企
業
や
行
政
と
協
働
す
る
太

陽
光
発
電
「
か
け
が
わ
モ
デ
ル
」
。
市
民
や
自
治
会
へ

設
置
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、
安
心
価
格
の

太
陽
光
設
備
を
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
N
P
O
法
人
時
ノ
寿
の
森
ク
ラ
ブ
「
希
望
の
森
づ

く
り
」
と
の
協
働
が
肝
な
ん
で
す
。
モ
デ
ル
を
利
用
し

て
い
た
だ
い
た
収
益
で
苗
木
を
買
い
、
植
樹
の
一
部

と
し
て
使
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
環
境
活
動
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
太
陽
光
へ
の
取
り
組
み
が
一

個
人
や
一
業
者
に
閉
ざ
さ
れ
ず
、
環
境
問
題
を
モ
デ

ル
参
加
者
が
共
有
出
来
る
仕
組
み
な
ん
で
す
。
�

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
み
自
然
環

境
へ
の
関
心
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
が
私
た
ち
の

楽
し
み
で
す
。
み
ん
な
の
得
意
技
は
一
つ
一
つ
違
い

ま
す
が
、
そ
の「
得
意
」を
集
め
る
こ
と
で
大
き
な
う
ね

り
に
な
り
ま
す
か
ら
、
連
携
が
大
切
で
す
ね
。
�

ま
た
、
出
前
講
座
で
は
実
例
や
実
績
数
値
を
基
に
、

相
談
者
へ
良
い
面
と
悪
い
面
の
声
を
市
民
目
線
で
ど

ん
ど
ん
伝
え
て
い
ま
す
。
実
例
な
ど
は
、
設
置
や
管

理
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
と
同
じ
目
線
な
の

で
重
み
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
我
々
の
語
り
合
い
は
、

い
わ
ば
潤
滑
油
み
た
い
な
も
の
で
す
。
�

今
後
の
重
要
課
題
の
一
つ
は
、
子
ど
も
を
巻
き
込

ん
だ
仕
組
み
づ
く
り
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
が
、
今

か
ら
環
境
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
と
の
連

携
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

私
た
ち

私
た
ち
N
P
O

N
P
O
法
人
は
潤
滑
油
。

法
人
は
潤
滑
油
。
�

み
ん
な
の
得
意
技
は
一
つ
一
つ
違
う
け
ど
、

み
ん
な
の
得
意
技
は
一
つ
一
つ
違
う
け
ど
、
�

そ
の
〝
得
意
〞
を
集
め
る
と

そ
の
〝
得
意
〞
を
集
め
る
と
�

大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
楽
し
い
ん
で
す
。

大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
楽
し
い
ん
で
す
。
�

� 私
た
ち
N
P
O
法
人
は
潤
滑
油
。
�

み
ん
な
の
得
意
技
は
一
つ
一
つ
違
う
け
ど
、
�

そ
の
〝
得
意
〞
を
集
め
る
と
�

大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
楽
し
い
ん
で
す
。
�

�

おひさまとまちづくり� 検索�
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取
材
　
3
月
2
日
　
戸
塚
順
一
（
山
崎
）
�

レポーターの�
記事は�

随時掲載中！�
�

二次元コード�
�

スマホでも�
見ることが�
できます。�
�
�

■市の人口（3月1日現在）�

住民基本台帳人口 117,599人 （＋14） 58,688人（－12） 58,911人（＋26） 42,023（＋61）�

 日本人 114,297人 （－  5） 57,159人（－  7） 57,138人（＋  2） 40,508（＋32）�

 外国人 3,302人 （＋19）   1,529人（－  5）   1,773人（＋24）   1,515（＋29）�

人数世帯数（前月からの増減）� 男�
�

女� 世帯数�
�

二次元コード�
携帯電話webサイト�
「モバイル掛川」�

4
・
5
月�

�

ごみの休日受け入れ�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

と　き 4/11（土）・26（日）、5/9（土）・24（日）�

 　9：00～11：30

精神保健福祉総合相談�
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）�

と　き　4/28（火）、5/26（火）13：00～（事前予約制）�

ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）�

�

献血　　福祉課（　21-1140）�
と　き　4/21（火）、5/19（火）9：30～13：20�

ところ 市役所北側駐車場�

※使用している薬（外用薬を含む）の名前をうかがいます。�

��

�

▲最優秀賞に選ばれた嶋垣さん（前列中央）�
　参考：岩手前沢牛協会  http:maesawagyu.net/

「

カ
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プ
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？

」
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ル
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」

�
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ッ
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ル
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？

」

�

市ホームページの検索�
掛川  市民広報レポーター�

検索� 石
津
区
に
咲
い
て

い
た
河
津
桜
の
花
に

目
が
止
ま
り
、
撮
影

し
よ
う
と
近
づ
く
と

メ
ジ
ロ
が
飛
ん
で
き

ま
し
た
。
�

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
と
思
い
撮
影
。

カ
ッ
プ
ル
の
よ
う
に
、

花
の
甘
い
み
つ
を
二

羽
で
吸
っ
て
い
ま
し

た
が
、
見
て
い
る

と
「
チ
ッ
チ
ッ
」
と

鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で

行
き
ま
し
た
。
�

も
う
す
ぐ
春
で
す
。
�

�

各地域で密着し
た「市民広報レポー
ター」の記事（写真・
映像）を市ホーム
ページで紹介して
います。�
ここを覗けば市内
の「今」が見えてく
るかもしれませんよ。�

のぞ�

合
併
10
周
年
の
表
紙
を
考
え
て
い

た
数
か
月
前
、
合
併
時
の
広
報
担
当

が
ふ
と
つ
ぶ
や
い
た
「
あ
の
と
き
の

子
ど
も
た
ち
、
ま
た
集
ま
れ
な
い
か

な
」
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
協
力
で
4

人
の
再
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
高
校

卒
業
、
大
学
生
、
み
ん
な
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
10
年
前
は
「
初
め
ま
し
て
」

の
掛
川
市
。
こ
の
日
は
、
同
郷
と
し

て
「
久
し
ぶ
り
」

の
掛
川
市
。
今

度
は
、
10
年
後

に
家
族
を
連
れ

て
!?
　
　
　（
川
）�

�

▲河津桜の枝に仲良く止まる2羽のメジロ�

料
理
人
と
市
産
食
材
が
コ
ラ
ボ
�

食
の
黄
金
文
化
・
奥
州
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
�

�

�

�

食
の
黄
金
文
化
・
奥
州
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
同
コ
ン
ク
ー
ル

実
行
委
員
会
主
催
）
が
2
月
21
日
、
プ
ラ

ザ
イ
ン
水
沢
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

料
理
人
の
育
成
と
奥
州
市
産
食
材
の
P
R

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
同
コ
ン
ク
ー
ル
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
嶋
垣
萌
恵
さ
ん
（
三

重
県
立
相
可
高
2
年
）
が
最
優
秀
賞
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。
�

3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
お
弁
当
が
テ
ー

マ
。
70
分
の
制
限
時
間
内
に
前
沢
牛
の
ひ

き
肉
と
江
刺
金
札
米
の
ほ
か
、
2
品
以
上

の
奥
州
市
産
食
材
を
使
用
し
て
調
理
。
応

募
者
49
人
か
ら
選
ば
れ
た
8
人
の
若
き
料

理
人
が
、
最
終
審
査
で
腕
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
� お

う
�
か
�

き
ん
�さ
つ
�ま
い
�

も
�
え
�

2331
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